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施 策 展 開 の方 向 1                               

子ども・子育て支援を通じて  

みんなが成長できるよう、地域環境を充実させ

る  

施 策 展 開 の方 向 ２                             

生き生きと子育てができるよう、  

きめ細かな支援を行う  

施 策 展 開 の方 向 ３                            

子どもたちが健やかに成長できるよう、  

質の高い教育・保育を提供する  

基本理念  

施 策 1- ( 1 )  子育ち・親育ちの環境づくり  

施 策 1- ( 2 )  子育て支援ネットワークの構築  

施 策 1- ( 3 )  ワーク・ライフ・バランスの推進  

施 策 ２- ( 1 )  情報提供・相談体制の充実  

施 策 ２- ( 2 )  子育て家庭の負担の軽減  

施 策 ２- ( 3 )  児童虐待の防止  

施 策 ２- ( 4 )  障害のある子どもへの支援  

施 策 ２- ( 5 )  ひとり親家庭の自立支援  

施 策 ３- ( 1 )  教育・保育の計画的整備  

施 策 ３- ( 2 )  教育・保育の質の確保・向上  

 「子どもの育ち」と「子育て」を  

     優しく見守り、支え合うまち  かしわ  



 

 

 

 

主な事業の進行管理報告書  

 

 





 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中央】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  47,832 人回 /年  46,752 人回 /年  45,396 人回 /年  43,980 人回 /年  43,332 人回 /年  

確 保 方 策  6 か 所  6 か 所  ７ か 所  ８ か 所  ８ か 所  

拠 点 数  6 か 所      

 

【南部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  50,460 人回 /年  49,884 人回 /年  48,900 人回 /年  47,820 人回 /年  47,412 人回 /年  

確 保 方 策  ７ か 所  ７ か 所  ８ か 所  ８ か 所  ８ か 所  

拠 点 数  ７ か 所      

 

【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  147,636 人回 /年  143,400 人回 /年  139,932 人回 /年  136,308 人回 /年  134,856 人回 /年  

確 保 方 策  ２ 1 か 所  ２ 1 か 所  ２ ３ か 所  ２ ４ か 所  ２ ４ か 所  

拠 点 数  ２ 1 か 所      

取 り 組 み  

◆ 新 規 整 備

箇 所 の 検 討  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  49,334 人回 /年  46,764 人回 /年  45,636 人回 /年  44,508 人回 /年  44,112 人回 /年  

確 保 方 策  ８ か 所  ８ か 所  ８ か 所  ８ か 所  ８ か 所  

拠 点 数  ８ か 所      

27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

  

   

◆ 合 同 研 修 会  

 実 施  
    

■地域子育て支援拠点  【子育て支援課】  

[地域子育て支援拠点事業 ] 

[地域子育て支援拠点職員対象の合同研修会 ] 

 

毎 年 度 開 催  
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

◆ 拠 点 数  

 ２６年度比１か所増（南部みんなの広場を

地域子育て支援拠点事業の要件を満たすよう

人員の配置等を行った）となり、計画どおり

の設置数でした。  

 また、28 年度の新規整備に向けて、関係機

関との協議などを行いました。  

◆合同研修会  

平成２７年１０月１９日に、NPO 法人子育て

ひろば全国連絡協議会による「柏市地域子育

て支援拠点従事者のための基礎研修」をウェ

ルネス柏研修室で実施しました。参加者５３

人（地域子育て支援センター職員１５人、児

童センター職員３８人）。  

 

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

◆拠点数  

 ２９年度以降に予定していた新規整備を前

倒しし、２８年度中に沼南社会福祉センター、

青少年センター、あけぼの山農業公園の３か

所に整備予定。 

◆ 合 同 研 修 会  

平成２８年度も引き続き実施予定。  

◆ 親 支 援 プ ロ グ ラ ム の 導 入 （ 児 童

セ ン タ ー ）  

①ＢＰプログラム：第１子（２～５か月児）

とその母親を対象にしたプログラム。参加者

同士が安心して話し合う中で、育児の知識や

スキル、親の役割などを参加者同士で学び、

深める。  

②ペアレント・プログラム：子育てに困り感

のある保護者のためのプログラム。「行動で考

える・行動で見る」ことに特化し、行動から

の子ども理解やほめることでできることを増

やすという関わり方の工夫を学ぶプログラム

（ペアレント・トレーニングの簡易版）。  

 

■子ども・子育て会議からの意見  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

南部みんなの広場のようす  
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・ 地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 職 員 の 方 々 を 対 象 に し た 合 同 研 修 会 を 開 い た と い う 実

績 は 、 と て も 評 価 で き る 。  

・ BPプ ロ グ ラ ム 、ペ ア レ ン ト ・ プ ロ グ ラ ム の 卒 業 生 が い ず れ 子 育 て 応 援 団 に な っ て

く れ る よ う 今 か ら 何 ら か の 手 を 打 っ て い く 必 要 が あ る と 思 う 。 両 プ ロ グ ラ ム の 内

容 を 概 要 の 形 で オ ー プ ン に し 、 パ ワ ー ポ イ ン ト な ど を 使 っ て P Rす る と よ い 。  

・ 新 し い 支 援 拠 点 は な か な か 難 し い か も し れ な い が 、 児 童 セ ン タ ー 、 小 学 校 な ど を

も っ と 活 用 し 親 子 で 利 用 で き る 場 を 増 や し て い た だ き た い 。  

・ （ BPプ ロ グ ラ ム に ） 2人 目 で も 参 加 で き る よ う に し て も ら い た い 。  

・ 児 童 セ ン タ ー で は 多 く の プ ロ グ ラ ム が 組 ま れ て お り 、 利 用 者 も 多 く 、 育 児 す る 親

に と っ て と て も 心 強 く 頼 り に な る 場 所 。 ス マ ホ や パ ソ コ ン の 普 及 に よ り 今 の 親 達

は 情 報 を 得 る 手 段 が あ る の で 、 余 裕 が あ る 方 は ア ン テ ナ を 張 り 巡 ら し て 積 極 的 に

外 に 出 て い る が 、 そ の 一 方 で 心 に 余 裕 が な い 方 、 情 報 を 得 よ う と し な い 、 得 る 方

法 が 分 か ら な い い わ ゆ る 家 に こ も っ て い る 方 に ど う や っ て 情 報 を お 伝 え で き る か

が 課 題 。 役 所 内 の 横 の つ な が り と い う こ と に も な る が 、 地 域 健 康 づ く り 課 の 乳 幼

児 全 戸 訪 問 、 推 進 員 の 赤 ち ゃ ん 訪 問 と 出 産 家 庭 に ２ 回 の 訪 問 が あ る の で 、 そ の と

き に 、 一 般 的 な チ ラ シ で は な く あ な た の 地 域 の 子 育 て 支 援 拠 点 の 説 明 ・ 参 加 可 能

な プ ロ グ ラ ム の 日 程 （ ０ 才 の 時 間 は 毎 週 何 曜 日 等 ） や 内 容 等 、 具 体 的 な 資 料 を お

渡 し で き な い か 。 ま た 、 幼 児 の 健 診 （ １ 歳 半 、 ３ 歳 ） は  （ 次 ペ ー ジ に 続 く ）  



 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■子ども・子育て会議からの意見 （続 き）  
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■今後の課題と来年度の予定  

大 多 数 が 受 け る の で 、 そ の と き に お 渡 し す る こ と も 可 能 で は な い か 。 子 育 て に 悩 み

苦 し ん で い る 親 は た く さ ん い る と 思 う 。 友 達 と 少 し 話 を し た り わ か ら な い こ と を 聞

け る 相 手 が い る だ け で 気 持 ち が ず っ と 楽 に な る は ず 。 地 域 ご と に 資 料 を 作 ら な け れ

ば な ら な く 手 間 が か か る の で 難 し い と は 思 う が 、他 の 方 法 を 含 め て 検 討 し て ほ し い 。 

 地 域 の 子 育 て 支 援 拠 点 の 説 明 や 子 育 て 支 援 情 報 に つ い て は 、 新生児訪問・赤ちゃん訪

問にて一人ひとりに周知されるよう、地域ごとの子育て情報をまとめた「かしわこそだてガイド」や

子育てサイト「はぐはぐ柏」・ＢＰプログラムの案内などを手渡ししていますが、適時にその方にあ

った情報が届くよう、今後も提供の仕方を工夫していきます。  

 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 に つ い て は 、 ５ 月 ２ 日 に 沼 南 社 会 福 祉 セ ン タ ー 内 に は ぐ

は ぐ ひ ろ ば 沼 南 を 開 設 し 、 毎 月 約 1 , 5 0 0 人 の 親 子 が 利 用 し て お り と て も 盛 況 で す 。

残 り ２ 箇 所 の 整 備 に つ い て は 、 事 業 運 営 者 の 選 定 に 向 け 、 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に よ る

事 業 者 の 募 集 等 、 施 設 ご と の 状 況 に 合 っ た 方 法 を 検 討 し な が ら 、 開 設 を 目 指 し て い

ま す 。 ま た 、 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 に 新 た に 携 わ る 人 材 の 育 成 と 、 既 に 従 事 し て

い る 人 の 質 の 向 上 を 目 的 に 、 子 育 て 支 援 員 研 修 （ 地 域 子 育 て 支 援 コ ー ス ・ 地 域 子 育

て 支 援 拠 点 事 業 ） の 実 施 を 予 定 し て い ま す 。  

 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 は 、 基 本 ４ 事 業 （ 交 流 、 相 談 、 情 報 提 供 、 育 児 講 座 ） 全

て を 高 い 質 で 実 施 す る 必 要 が あ る た め 、 専 任 ス タ ッ フ の 質 の 向 上 を 目 的 に 、 現 状 の

課 題 に 合 わ せ た 研 修 を 今 後 も 実 施 し ま す 。 子 育 て の 孤 立 化 や 不 安 ・ 負 担 の 解 消 の た

め 、 ま た 、 虐 待 予 防 の 観 点 か ら 、 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 の 充 実 を 図 っ て い き ま す 。  

 親支援プログラムについては、平成 28 年度はペアレント・プログラムを２回、ＢＰプログラムを

６回、児童センターで実施予定です。定員を超える応募があり、実施後のアンケートもほとんどが満

足との評価であるため、今後も継続・拡大を検討する必要がありますが、拡大による費用・人的負担

から、今後、既存事業を見直して調整していく予定です。  

 ＢＰプログラムは、認定規格が「初めて赤ちゃんを育てている母親」を対象とする講習であるため、

２人目以降の親を対象とすることができません。児童センターで行っている２人目以降でも参加でき

る他の講座やイベントを、今後さらに周知していきます。  

 



 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  
6,559 人日/

年  

6,364 人日/

年  

6,213 人日/

年  

6,057 人日/

年  

5,995 人日/

年  

確 保 方 策  
4,000 人日/

年  

4,500 人日/

年  

5,000 人日/

年  

5,500 人日/

年  

6,000 人日/

年  

実 績  
4,435 人日/

年  
    

取 り 組 み  
年 会 費 廃 止  

 
    

【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  
6,369 人日/

年  

6,179 人日/

年  

6,033 人日/

年  

5,881 人日/

年  

5,821 人日/

年  

確 保 方 策  
3,900 人日/

年  

4,400 人日/

年  

4,900 人日/

年  

5,400 人日/

年  

5,900 人日/

年  

実 績  
3,355 人日/

年  
    

取 り 組 み  
年 会 費 廃 止  

 
    

  ファミリー・サポート・センター事業【子育て支援課】  

[ファミリー・サポート・センター事業 （就 学前児童対象 ） ] 

[ファミリー・サポート・センター事業 （就 学後児童対象 ） ] 
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ｓ  

■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

◆ 利 用 し や す さ の 向 上  

 利用しやすさの向上を目的に年会費 1,200

円を廃止し、入会時の入会金 1,000 円のみに

切り替えました。  

 これにより、会員数が 1,219 人から 1,360

人に増加しました。  

◆ 事 業 周 知 強 化  

 ファミリー・サポート・センター主催の育

児講座及び拠点型一時預かり（ぞうさんルー

ム）を、毎月各１回ずつ沼南社会福祉センタ

ーで実施し、その中で事業周知を行いました。 

 また、平成 25 年度からそごう柏店で、偶

数月に開催していた「ファミサポおはなし会」

は、毎月開催に変更し事業周知を行いました。 

 

 

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

◆事業周知強化  

 ファミリー・サポート・センター事業の周

知に取り組み、会員数及び援助件数の拡大を

図ります。  

 また、多様な援助要望に応えるには、協力

会員の増加が必要であり、中高年齢層を対象

とした事業周知にも取り組みます。  

◆拠点型一時預かりの拡大を検討  

 子供を預かる場合、原則として協力会員の

自宅で行うこととしていますが、平成 27 年

度から実施している拠点型一時預かり（ぞう

さんルーム）の利用状況から、一定のニーズ

があると分かったため、今後、実施日数等の

拡大を検討していきます。  

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・あまり市民にはなじみがないので、キャンペーンなどあれば使い始めやすいのではないか。  

・事業内容の周知がまだまだなので、周知強化を更にしていただきたい。  

・このような事業があるのは知っているが、なかなか利用に踏み込めない。もっと利用者の声などを

広報などに掲載するなどして、周知徹底を図ってもらえるといいかと思う。  

・事業周知は重要。そのためには、地域にとって身近なものにするため、会員数、実績等を３地域等

に区分して地域に提供することが役立つと思われる。  

・子育てで少しの間見て頂ける、預けられる場所があるのはとてもありがたいこと。たくさんの方が

利用できるよう、柏市で出産されていれば数回利用できるなど拡大して頂きたい。  

・ファミサポでの事故事例があるとおり、命を預かるということは大変なことなので、数時間でも責

任を持ってもらいたい。  

・年会費がなくなったことで、近々に利用予定がなくても登録しておき、何かの時にはファミサポに

お願いできると思う方もいると思う。  

 2 8 年 度 、会 員 数 は 順 調 に 増 加 し て い ま す 。ま た 、拠 点 型 一 時 預 か り 活 動 は 、 2 7 年

度 は 月 １ 回 ２ 名 と し て い ま し た が 、 2 8 年 度 か ら 月 2 回 各 回 4 名 に 拡 大 し 、ほ ぼ 毎 回

定 員 を 超 え る 申 し 込 み が あ り ま す 。新 た な 取 り 組 み と し て は 、協 力 会 員・両 方 会 員 向

け の 災 害 時 対 応 マ ニ ュ ア ル の 作 成 と 質 の 向 上 を 目 的 と し た 研 修 を 実 施 し ま し た 。  

 今 後 の 課 題 と し て 、利 用 し や す さ の 向 上 及 び 事 業 の Ｐ Ｒ 強 化 に 取 り 組 み 、利 用 会 員

だ け で な く 協 力・両 方 会 員 も 含 め て 会 員 数 を 増 や し て い く 必 要 が あ る た め 、会 員 の 意

見 や 他 市 の 取 り 組 み 事 例 な ど を 参 考 に 、 更 な る 改 善 を 検 討 し て い き ま す 。  

 拠 点 型 一 時 預 か り 活 動 や イ ベ ン ト な ど を 活 用 し た Ｐ Ｒ 活 動 、 ふ る さ と 協 議 会 や 民

生 ・ 児 童 委 員 等 を 活 用 し た 協 力 会 員 募 集 活 動 に 取 り 組 む こ と で 、 拡 充 を 目 指 し ま す 。

ま た 、 拠 点 型 一 時 預 か り 活 動 の 拡 充 を 検 討 し ま す 。  

 今 後 は 、平 成 2 5 年 度 の ニ ー ズ 調 査 結 果 に お い て 、一 時 預 か り の 利 用 希 望 が か な り

高 い こ と か ら 、 フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー 事 業 の 拡 充 を 図 っ て い き ま す 。  
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27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

  

   

第 三 次 柏 市 男

女 共 同 参 画 推

進 計 画 の 策 定  

    

  男女共同参画推進計画策定【男女共同参画室】  

[計画 策定 ] 

次期男女共
同参画推進
計画の策定  

新男女共同参画推進計画の実施（平成 37 年度まで）  
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

◆ 第 三 次 柏 市 男 女 共 同 参 画 推 進 計  

 画 の 策 定  

 国の計画や各中核市の計画を参考に計画策

定を行いました。国が特に力を入れている「女

性の活躍」について、本計画の中でも特に力

を入れるべき重点課題として設定しました。  

また、推進力を担保するため、推進制を課題

とは別にして特に力を注ぐものとしました。  

 なお、計画の期間については，次期計画策

定の際に国・県の計画内容が反映できるよう、

平成３８年度までの 11 年間の計画としまし

た。  

 

 

 

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

◆第 三 次 柏 市 男 女 共 同 参 画 推 進 計  

 画 の 策 定  

 策定した計画を広く市民に周知するため、

概要版などを作成します。作成に当たっては、

手にとってもらえるようなデザインや理解し

やすい構成などを心がけます。  

 

 

 

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・概要版がなるべく市民の目に触れる工夫をしてほしい。  

・皆が集まりやすいショッピングモールなどと協力できないかと思う。  

・策定した計画を、市民に視覚的にわかりやすく伝えてほしい。  

・取り組み状況が、関係者以外にはほとんど見えていないと言っていいのではないか。データを含め

見える化を望む。  

 

 

 

 
 概要版を作成するにあたっては、図を多く取り入れ、視覚的にわかりやすいものになるよう工夫を

し作成します。また、概要版はなるべく多くの市民の目に触れるよう、男女共同参画センターや近隣

センター等公共施設への配置の他に、市主催の事業の際にも作成した概要版を用いて、新しい計画に

ついてＰＲしていけるようにしていきます。  

 新計画は、３年をめどに検証し、必要があれば一部改定することとなっており、このときに計画の

中に「女性活躍推進法」に基づく市町村推進計画を位置づける必要があります。そのため、次年度の

実績報告の取りまとめ方について、28 年度内に検討を始めます。今後も法令に基づき引き続き柏市男

女共同参画推進審議会を設置し、当該計画等に関し意見を求めていきます。  
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【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  2 ,5 6 7  ⼈  2 , 4 9 6  ⼈  2 , 4 3 7  ⼈  2 , 3 7 3  ⼈  2 , 3 4 9  ⼈  

確 保 方 策  

[  実 施 体 制 ]  

家 庭 訪 問 （ 保 健 師 ・ 看 護 師 等 ）  

[  実 施 機 関 ]  

柏 市 保 健 所 地 域 健 康 づ く り 課  

実  績  3 , 322 ⼈      

  乳児家庭全戸訪問事業【地域健康づくり課】  

[乳児 家庭 全 戸 訪問 事業 ] 
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■平成２７年度の取り組み  

◆新生児訪問と乳児全戸訪問事業の統合

による拡充 (平成２８年１月生まれより） 

・新生児訪問として、第一子に関して、全数

訪問を実施。また第二子以降は、「出生連絡票」

にて訪問を希望した新生児・産婦に家庭訪問

指導を実施しました。  

・上記、新生児訪問にて会えなかった家庭に

対し、乳児全戸訪問事業として、看護師等の

専門職による訪問を実施しました。  

 

 

 

 

■今後の取り組み・課題  

◆虐待予防の取り組みの強化としての事

業の評価と第ニ子以降への拡大に向けた

検討  

・訪問の対象を第一子全数に拡大したこと、

乳児全戸訪問事業を専門職による訪問とした

ことに関する事業評価の実施と、対応マニュ

アルの作成を行っていきます。  

・虐待予防として、継続した支援が必要な家

庭に対する養育支援訪問との連携のため、こ

ども福祉課家庭児童相談担当との定期的な連

絡会を継続して実施していきます。  

・研修会及び定期的なケース検討会の実施に

よる対応職員の⼈材育成に取組みます。  

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・訪問して得られた情報をもっと生かせるように、主任児童委員まで伝えてほしい。市の家庭児童

相談から得る情報は大変な家庭だけなので、もう少し多くの情報を伝えられると活動しやすくなる。 

・全戸訪問を行うなど、積極的に市民に関わっている事業だと感じた。  

・第一子は分からない事だらけで不安も多いため、今後も訪問をお願いしたい。  

・第二子以降への拡大を期待している。子どもが増えたことで心に余裕が持てなくなる場合もある

と思う。  

･28 年度より、新生児訪問とこんにちは赤ちゃん事業を統合し実施しており、新生児訪問は第一子全

数訪問としています。現段階では、実施数の大幅な上昇には至っていませんが、新生児訪問未実施家

庭に対するこんにちは赤ちゃん事業では、面談率を上昇させるため電話予約による訪問を開始しまし

た。29 年度からは、新生児訪問を第二子以降にも拡大し、全数を対象として実施する予定のために必

要な予算を確保していきます。  

・訪問結果は個⼈情報でありお伝えする事はできませんが、乳児家庭と地域社会をつなぎ孤立化を防

ぎ、健全な育成環境の確保を図るという事業の目的からも、地域の主任児童委員等の地域の支援者と

の連携は欠かせないため、訪問の際には、「推進員の赤ちゃん訪問」や「母と子のつどい」、「子育てサ

ロン」等の地域の子育て情報の提供を行っていきます。  
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【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  3 2 , 8 7 8 件 / 年  3 1 , 9 9 0 件 / 年  3 1 , 2 5 4 件 / 年  3 0 , 5 0 3 件 / 年  3 0 , 1 9 7 件 / 年  

確 保 方 策  

[  実 施 場 所 ]  

千 葉 県 医 師 会 に 加 ⼊ す る 医 療 機 関 及 び 産 婦 ⼈ 科 を 掲 げ る  

医 療 機 関  

[  実 施 体 制 ]  

柏 市 と 委 託 締 結 し た 医 療 機 関  

[  検 査 項 ⽬ ]  

柏 市 が 定 め る 妊 婦 ⼀ 般 健 康 診 査 の 公 費 負 担 検 査 項 ⽬  

[  実 施 時 期 ]  

受 診 票 の 交 付 を 受 け た ⽇ か ら 出 産 の ⽇ ま で  

実  績  4 0 , 1 1 6 件 / 年      

  妊婦健康診査【地域健康づくり課】  

[妊婦 健康 診 査 ] 
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

◆ 妊 婦 健 康 診 査 受 診 票 使 用 の  

 周 知 ・ 啓 発 の 強 化  

・妊婦健康診査受診票使用の周知・啓発の強

化として、産科医療機関を含む関係機関等へ、

専門職のいる窓口での母子健康手帳発行（保

健師等による面談の実施）を促すよう働きか

け（母子健康手帳発行手続きについて周知リ

ーフレットを医療機関へ設置）を行いました。 

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

◆妊娠届出時の妊婦の全数面接に向けて  

・妊 婦 健 康 診 査 に つ い て 、適 切 な 時 期

に お け る 受 診 促 進 の た め に は 、妊 娠 届

出 時 に お け る 保 健 師 等 に よ る 面 接 に

お い て 妊 婦 健 康 診 査 の 重 要 性 の 理 解

の 促 進 と 受 診 勧 奨 を 行 い ま す 。あ わ せ

て 、妊 娠 期 か ら の 切 れ ⽬ な い 相 談 支 援

体 制 の 整 備 を す す め 、関 係 機 関 等 の 協

議 ・ 連 携 の 強 化 を 推 進 し て い き ま す 。  

 

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・妊娠期からの切れ⽬ない相談支援体制の中に、地元密着で活動している主任児童委員も加えていた

だきたい。成⼈するまで切れ⽬なく見守れるのは主任児童委員である。  

・保健師と面談できる場所を、もっと増やしてほしい。  

・安心安全な出産のため妊婦健康診査を必要な回数を適切に受診してもらうよう、母子健康手帳の交

付に際し、保健師等の専門職のいる窓口での交付を促すリーフレット配布を産科医療機関との連携に

より実施しています。29 年度は妊娠期から子育て期にわたるまでの総合的相談支援を実施する子育

て世代包括支援センター（＊）を市内３ヶ所に設置し、保健師等の専門職による母子健康手帳を交付、

妊婦への全数面接を実施できるよう予算を確保していきます。また望まない妊娠による届出の遅れや

妊婦健康診査未受診等への支援策を具体的に検討していきます。  

・子育て世代包括支援センターの取り組みは、地域の関係者等との連携は欠かせないものであるので、

引き続きご協力をお願いしていきたいと考えます。  

 

＊子育て世代包括支援センター：妊娠期から子育て期にわたる保健師等専門職による総合的相談支援  
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【北部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  451 人日 /年  437 人日 /年  425 人日 /年  413 人日 /年  405 人日 /年  

確 保 方 策  0 人日 /年  0 人日 /年  0 人日 /年  0 人日 /年  
870 人日 /年

(１ か 所 )  

実  績  0 人日 /年      

【中央部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  296 人日 /年  289 人日 /年  281 人日 /年  272 人日 /年  267 人日 /年  

確 保 方 策  
870 人日 /年

(１ か 所 )  

870 人日 /年

(１ か 所 )  

870 人日 /年

(１ か 所 )  

870 人日 /年

(１ か 所 )  

870 人日 /年

(１ か 所 )  

実  績  

870 人日 /年

(１ か 所 )  

※ 既 存 分  

    

【南部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  333 人日 /年  327 人日 /年  322 人日 /年  316 人日 /年  313 人日 /年  

確 保 方 策  0 人日 /年  0 人日 /年  0 人日 /年  0 人日 /年  0 人日 /年  

実  績  0 人日 /年      

【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  1 , 080 人 日 /年  1 ,053 人 日 /年  1 ,028 人 日 /年  1 ,001 人 日 /年  985 人日 /年  

確 保 方 策  
870 人日 /年

(１ か 所 )  

870 人日 /年

(１ か 所 )  

870 人日 /年

(１ か 所 )  

870 人日 /年

(１ か 所 )  

1 ,740 人日 /

年(2 か 所 )  

確 保 数  870 人日 /年      

取 り 組 み  
計 画 の 前 倒

し 準 備  
    

■病児・病後児保育  【保育運営課】  

[病児 ・病後 児 事業 ] 
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

◆ 追 加 整 備 を 検 討  

 現 在 ，市 内 １ ヵ 所 で 実 施 し て い る 病

後 児 保 育 施 設 を 計 画 最 終 年 次 の 平 成

３ １ 年 度 ま で に 市 全 域 で ２ ヵ 所 と す

る 計 画 で し た が ，計 画 を 前 倒 し し ，平

成 ２ ８ 年 度 中 に １ 施 設 を 追 加 す る 方

向 で 調 整 （ 予 算 化 等 ） を 進 め ま し た 。

な お ，新 た な 施 設 で は ，病 後 児 だ け で

な く 病 児 も 対 応 で き る こ と を 想 定 し

て い ま す 。  

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

病児・病後児保育は、その内容からも誰にで

もできる事業ではなく、担い手があって初め

て実施できる取り組みです。市内の医療機関

等との調整を図りながら、スピード感をもっ

て検討を進めていきます。  

 

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・かなり需要があると思うので、前倒しで預かり施設を設けていただきたい。  

・取組が実現されれば本当に助かる保護者は多い。仕事を休むのは大変なことだ。  

・働く親にとってはとても必要があるが、増やすことは簡単なことではないと思う。とても期待して

いる。  

 

 

 

 

・ニーズが高い事業であり、実現に向けて期待度も高い事業と認識しています。  

・平成２８年度中に新たに１施設を設置し、市内初の病児保育事業を始めるべく準備を進めています

が、そのニーズの高さからも、北部・中央部・南部にバランスよく設置できないか、各方面と検討を

始めています。  

・事業開始時にはその周知やＰＲにも注力し、市民ニーズに応えていきたいと考えています。  
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27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

 

    

合 同 就 職 説 明

会 の 充 実  
    

■幼稚園教諭・保育士の確保  【保育運営課】  

[幼稚 園教 諭 ・保育 士の確 保 ] 

事 業 者 と 行 政 に よ る 合 同 就 職 説 明 会 な ど の 実 施  
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

◆ 就 職 説 明 会 の 周 知 の 強 化 な ど  

 平成２６年度から年２回実施している合同

就職説明会の更なる充実に向け、実施にあた

っての工夫 (ポスティングの実施などによる

周知活動の強化、会場の変更)や新たな取組み

(潜在保育士向けの復職支援講習会の開催 )を

進めました。平成 27 年度は 8 月 22 日・1 月

30 日に行い、その結果、就職説明会の来場者

数は計 183 名と前年比 90％増となり、市内

各園における幼稚園教諭・保育士の確保に寄

与しました。  

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

 各自治体間における有資格者の争奪戦の様

相を呈しており、勤務地として柏市が選ばれ

るための取組みが求められています。平成２

８年度は、合同就職説明会等を継続しながら、

国から示される保育士確保事業の各メニュー

などを検証しながら、新たな取組みを検討し

ます。個々に対するアプローチと各園に対す

るフォローの双方の視点で、各取組みを進め

ていきます。  

 

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・問題があるとされる保育士がいた場合、市内の保育施設で情報共有されているか（情報共有してほ

しい）。また、統一的な指針や市が主体となる倫理研修などを行っているか（行ってほしい）。  

・保育士の確保について、船橋市では就学資金の貸付や給与の上乗せ補助などを行っている。市単独

予算でも、このような取り組みを検討してほしい。  

・他委員から情報提供のあった船橋市の人材募集が柏市でも早急に出せたらと思う。  

・会議で話があったように、他市の成功事例などを参考に、採用の制度をぜひ見直していただきたい。 

・学童の先生も確保を一緒に行ってもらいたい。  

・保育園と幼稚園の内容の違いに悩んでいる保護者も多くいるため、保育園のカリキュラムに教育の

要素を入れていただけたらよいと思う  

・幼保ともに園の数が増え、教諭・保育士の確保が必須でわが子を預けるにあたり質という点は重要。

委員の関心が強かった点でも、これからもっと事前のカリキュラムなど幼児の大切な時期に関わる教

諭の質の高さは求められると思う。  

・近隣市・柏市とも確保強化しているが、より正確な情報を入手して取り組みを事業者と一緒にして

いただきたい。その一方で、質の確保の考え方が重要と考える。保育士資格がない方でも一定の保育

の研修を受けた人の雇用についても交付金を積極的に考えてはいかがか。  

 

・幼稚園教諭・保育士の確保については、市としても優先度の高い喫緊の課題として捉えています。  

・これまで実施してきた取り組み（合同就職説明会・復職支援講習会）や、28 年度から始めた取り

組み（子育ておしごとメール、職場体験）などの保育士と施設のマッチング事業を継続実施すると共

に、29 年度に向け、市独自の保育士の処遇改善や、宿舎借り上げ支援といった直接的なメニューを

新たに実施すべく準備を進めています。  
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        [関係機関の連携強化 ]  

 

      

 

 

 

 

 

      [妊娠期からの虐待未然防止機能の強化 ] 

 

      

 

 

 

 

      [要保護児童対策地域協議会の調整機能の向上 ]  

 

     

 

 

 

 

     [養育支援訪問事業 [前掲＊17 <25 ﾍﾟｰｼﾞ>]]   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

 

    

27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

 

    

27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

 

    

【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  294 人/年  322 人/年  340 人/年  340 人/年  340 人/年  

確 保 方 策  

養 育 支 援 訪

問 員 ２ 名

(助 産 師 、保

育 士 )  

 

実 績  317 人 /年   

取 り 組 み  

養 育 支 援

訪 問 員 を

1 名 増 員

（ 保 健

師 ）  

 

  児童虐待の防止【こども福祉課】  

地域子ども・子育て支援事業  

「市町村児童家庭相談援助指針」に基づき、役割・機能について評価・見
直しを行う。初期段階からの児童相談所や警察、保健所や地域関係者等と
の実効ある組織連携への働きかけを行う。  

周産期医療・小児科等医療機関や新生児・産婦訪問指導員の助産師等との
連携・信頼関係を重視し、妊娠早期及び出産直後からの継続的で丁寧な母
子保健支援を着実に実施する。  

関係機関等との調整機能を遂行するための基盤を整備するため、職員が研
修に積極的・計画的に参加して、職員の知識･技術・判断及び組織対応力の
向上に取り組む。  
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■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・要保護児童等の早期発見のためにも、妊婦・幼児の頃からの見守りをもっと進めていくべき。どこ

に誰が住んでいるのかわからないまま活動しているのが、主任児童委員の現状なので情報がほしい。

関係機関の中に積極的に主任児童委員を入れてほしい。  

・乳幼児訪問を行っている地域健康づくり課ともうまく連携を図って、事業を進めていただきたい。  

・会議席上、件数等のデータの紹介があったが、できるだけデータを前広に提供してほしい。(他の項

目も同じ) 

・電話相談員が増えたとのことだが、心に闇を持っている人が電話相談があるということが分かるよ

うに周知してほしい。  

 家庭児童相談の初期相談対応の強化として、28 年度は家庭児童相談員を増員した相談体制の強化、

親支援事業の拡大、関係機関 (地域健康づくり課、教育委員会）間の家庭児童相談システム（＊）の

拡大による支援強化を予定します。  

 児童福祉法改正により、児童虐待対策の強化が位置づけられ、児童虐待の発生予防や、発生時の迅

速・的確な対応が必要です。平成２９年４月から、市町村に対し、子育て世代包括支援センターとの

連携や、市町村支援拠点強化、児童相談所との連携強化が求められ、今後も要保護児童及び特定妊婦

支援のため、妊娠期からの切れ目ない支援を、要保護児童対策地域協議会を活用し、医療・教育・保

健・地域関係者等関係機関との情報提供を含めた体制整備を行います。また、引き続き、関係機関及

び対応職員の人材育成を行い、支援対応力のスキル向上を目指します。  

 

＊家庭児童相談システム：家庭児童相談担当における相談やケース対応の内容を、記録・管理するシ

ステム  
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

 要 保 護 児 童 や 要 支 援 児 童 、特 定 妊 婦

の 早 期 発 見 及 び 早 期・ 適 切 な 支 援・保

護 等 を 実 施 し ま し た 。  

◆ 非 常 勤 専 門 職 の 配 置 と し て 、 養 護 ・

育 児 相 談 等 、的 確 な 初 期 対 応 の 充 実 の

た め 、児 童 虐 待 を は じ め と し た 子 育 て

全 般 に 関 す る 相 談 に つ い て 、電 話 相 談

員 に よ る 対 応 を 開 始 し ま し た 。（ 2 7 年

度 新 規 相 談 1 0 8 1 件 ）  

◆ 関 係 者 の 対 応 力 向 上 と し て 、人 材 育

成 を 実 施 し 、関 係 者 を 対 象 と し た 、要

保 護 児 童 研 修 を 開 催 し ま し た 。  

（ ７ 回 開 催 、 延 べ 2 8 1 人 ）  

◆ 親 支 援 対 策 の 充 実 と し て 、親 が 子 ど

も へ の か か わ り 方 を 学 ぶ た め の ペ ア

レ ン ト ト レ ー ニ ン グ を 開 催 し ま し た 。

( 2 コ ー ス 、 1 コ ー ス 8 回  １ ４ 人 ）  

 

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

 今後も要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 の

機 能 等 を 活 用 し 、関 係 機 関 等 と 連 携 し

た 取 組 の 推 進 を は か り ま す 。   

 児 童 虐 待 の 未 然 防 止 へ の 取 組 推 進

で は 、 家 庭 児 童 相 談 員 を 1 名 増 員 し 、

初 期 相 談 の 更 な る 強 化 や 、ペ ア レ ン ト

ト レ ー ニ ン グ の 強 化 を 図 り ま す 。  

 要 保 護 児 童 等 の 早 期 発 見 で は 、特 定

妊 婦 か ら 継 続 し た 切 れ 目 な い 支 援 体

制 の た め 、養 育 支 援 訪 問 を 母 子 保 健 と

連 携 強 化 し た 対 応 を 図 り ま す 。  

 要 保 護 児 童 等 の 早 期 対 応・支 援 で は 、

相 談 シ ス テ ム の 拡 大 に よ る 保 健 所 、教

育 委 員 会 と の 情 報 共 有 や 、産 科 医 療 機

と の 関 情 報 交 換 会 を 行 い ま す 。   

 6 月 の 児 童 福 祉 法 改 正 に よ る 市 町 村

対 応 強 化 の た め 今 後 、方 針 に 基 づ く 対

応 を 行 い ま す 。  

 



 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

 

    

ひ と り 親 家 庭

の 児 童 へ の 学

習 支 援 を 下 記

の と お り 実

施 。  

① 対 象 児 童  

 小 学 ５ ，６ 年 生  

② 実 施 箇 所  

 ２ 箇 所  

③ 参 加 児 童 数  

 ８ ５ 人  

④ 出 席 率  

 ８ ２ ％  

    

  学習支援事業【こども福祉課】  

[学習 支援 事 業 ] 

学習支援事業の実施  
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

 ひとり親家庭の児童は、精神面や経済面で

不安定な状況に置かれることが多く、学習や

進学の意欲の低下、充分な教育が受けられな

い環境などにより、児童の将来にとって不利

益な影響があると言われています。  

 このため、児童の基礎学力の向上、学習習

慣の定着等を目的とした学習支援事業（通称

名：柏こども未来塾）を実施しました。  

 

 

 

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

◆受講曜日及び受講可能人数の拡充  

 本事業は当初土曜日コースのみの定員４５

名で開講予定でしたが、応募が２倍（９０名。

実際の参加者は８５名）あったことから、委

託事業者と協議し、月曜日コースと水曜日コ

ースを新たに開講する運びとなりました。  

 次年度以降に向けて、受講可能人数を増や

すとともに、受講者のニーズに合わせて受講

曜日の拡大を図ることが必要です。  

 

◆受講教室の拡充  

 平成 28 年度は柏駅付近の教室２校のみで

あったため、保護者から「柏駅までの送迎が

大変である」「通学に電車賃やバス代がかか

る」との声も挙がりました。  

 次年度以降は、上記教室に加え、遠方の受

講者も参加できるよう近隣センター等の公共

施設での事業実施について検討していきま

す。  

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・もっともっと充実したものにしていただきたい。  

・ひとり親家庭に向けての支援はとても需要があると思うので、学習日を週２回に増やしたというこ

とですが、引き続き子どもが学べる場を多く提供してほしい。また、これは希望だが、低所得者層に

向けての学習支援ももっと充実していたらいいと個人的には感じているところ。  

・希望する児童が通えるように増やしてほしい。  

・学校内で勉強を見る・大人が関わるなどではなく、個別での対応ということに少し違和感を感じた。 

・経済的に厳しいがわが子に十分な教育をと考えるひとり親は多い。学力も上がったとの結果で、今

後駅前以外への拡大を期待する。  

 28 年度は通年コース（週１回。柏駅前２箇所）に加え、夏季休業期間中コース（週２回。田中近

隣センター及び高柳近隣センター）を開講したほか、通年コースでは受講者のニーズに応えるために

受講曜日拡大（月水土から⇒月～土の選択日）及び昨年度８月開講から今年度は４月～３月に通年開

催へと拡大をしました。  

 今後は、他類似事業を含めての「切れ目のない」学習支援を行うため、対象児童の拡大等更なる事

業の充実を検討していきます。  
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 [障 害 児 通 所 支 援 （児 童 発 達 支 援 ） ] 

 

 

 

 

 

 

 

       

    

 

                    ※実績値の利用者数は３月の実数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

見 込 み 量  
146 人/月  

(1,800 人日 /月 ) 

151 人/月  

(1,980 人日 /月 ) 

155 人/月  

(2,160 人日 /月 ) 

 

 

実 績 値  

(利 用 者 数 )  
１５５人      

実 績 値  

(定 員 枠 総 数 )  
１２５人      

障害児通所支援（児童発達支援）【こども発達センター】  

ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ

ョ ン か し わ プ ラ ン

の 次 期 改 定 時 に 設

定 し ま す 。  
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

◆ 児 童 発 達 支 援 の 状 況  

・児童発達支援を利用するための福祉サービ

ス受給者証の発行数に比して事業所の受け入

れ枠が不足しています。  

・5 名程度の受け入れ可能な児童発達支援事

業所については、平成 26 年度の 6 ヶ所から

12 ヶ所となり受け入れ枠は拡大しました。  

・キッズルームひまわりでは、50 名の定員を

上回る入園対象児に対し、施設の有効活用、

クラス編成等の見直しにより 57 名の弾力的

な受け入れをしました。  

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

◆事業所の拡大  

・平成 28 年 4 月に定員 30 名の民間児童発達

支援センターが開設され、受け入れ枠の拡大

が期待できます。また、市内に公立・民間２

つの児童発達支援センターが揃い、連携を強

化していきます。  

◆今後の課題  

・次期ノーマライゼーションかしわプランの

基礎調査でニーズ等の現状を把握する。  

・児童発達支援センター間の連携を図り、児

童発達支援事業所のスキルアップを目指す。  

 

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・発達に心配がある児童をただ受け入れるだけではなくて、療育することで普通学級に通えるような

サポートは行われているのかが、少し見えにくい。  

・柏市の障害者サービスは松戸市と比べて補助金などとても取り組みが少ないと聞く。もっと力を入

れてほしい。障害者の保護者からアンケートを取るなどして強化していっていただきたい  

 こども発達センターでは、発達の気になる早期の段階から、こどもの状態に応じた専門的な療育を

提供し、問題の改善や軽減を図ることを目的に日々取り組んでいます。就学に向けては、教育研究所

の就学相談や、市内７校に設置されている言葉の教室と連携を図りながら、個々に応じた適正就学を

目指し支援に努めています。また次期ノーマライゼーションかしわプランの基礎調査をキッズルーム

利用者や療育手帳所持者等を対象に実施しました。  

 児童発達支援事業所の状況は、今年６月に新たに２箇所が開所し、2９年４月に更に１箇所の開所

が予定されているため、今後も定員枠の拡大を期待することができます。  

 今後は、次期ノーマライゼーションかしわプラン基礎調査の結果を踏まえ、プラン作成や事業への反

映に向け検討を進めていきます。また、こども発達センターや民間児童発達支援センターが中心とな

って、児童発達支援事業所の療育の質の向上を図る取り組みについても検討を進めていきます。  
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                       ※実績値は３月利用者数  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

見 込 み 量  
45 人/月  

(90 人日 /月 ) 

60 人/月  

(120 人日 /月 ) 

80 人/月  

(160 人日 /月 ) 

 

 

実 績 値  ３３人      

保育所等訪問支援【こども発達センター】  

ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ

ョ ン か し わ プ ラ ン

の 次 期 改 定 時 に 設

定 し ま す 。  
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

◆ 保 育 所 等 訪 問 支 援 事 業 の 内 容  

 指 導 経 験 が 豊 富 な 児 童 指 導 員 や

保 育 士 、 そ の 他 専 門 職 が 月 １ ～ ２

回 、定 期 的 に 幼 稚 園 や 保 育 園 等 を 訪

問 し て 、集 団 生 活 に 適 応 で き る よ う

に 、生 活 面 や 遊 び 、保 育 活 動 の 支 援 、

機 能 訓 練 等 の 直 接 支 援 を 行 い ま し

た 。 そ し て 児 童 に 関 わ る 担 任 等 へ 、

児 童 へ の 関 わ り 方 や 支 援 方 法 を 具

体 的 に 助 言 し ま し た 。ま た 就 学 し た

児 童 に 対 し て は 、引 継 ぎ を 目 的 と し

て 小 学 校 等 へ 訪 問 し 、学 校 で の 行 動

観 察 と 担 任 と 話 し 合 い を し ま し た 。 

◆ 利 用 実 人 数 ： ３ ３ 人  

 延 訪 問 回 数 ： ３ ８ ３ 回  

◆ 実 施 園 、 実 施 校  

公 立 保 育 園 ： １ ４ 園  

民 間 保 育 園 ： ６ 園  

幼 稚 園 ： ２ 園  

小 学 校 （ 通 常 学 級 ）： １ 校  

小 学 校 （ 支 援 学 級 ）： ２ 校  

特 別 支 援 学 校 ： １ 校  

 

 

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

 幼 稚 園 や 保 育 園 等 に 通 う 障 害 児

は 増 加 し て お り 、療 育 を 必 要 と す る

ニ ー ズ は 大 変 高 く な っ て い ま す 。  

① 保 育 所 等 訪 問 支 援 事 業 は 、職 員 が

業 務 に 当 た る 時 間 と 比 べ 、国 か ら 入

る 給 付 費 が 少 な い た め 、民 間 事 業 所

と し て は 採 算 が 取 れ ず 、こ の 事 業 に

対 し て あ ま り 積 極 的 で は あ り ま せ

ん 。指 定 を 受 け て い て も 、定 期 的 に

事 業 を 展 開 し て い な い 事 業 所 は 多

く な っ て い ま す 。  

② こ ど も 発 達 セ ン タ ー 内 の 人 材 育

成 等 に 努 め な が ら 、必 要 職 員 数 の 確

保 を 進 め る と と も に 、事 業 の 進 め 方

に つ い て も 検 討 し て い く 必 要 が あ

り ま す 。  

 

 

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・専門職から定期的に訪問を受けて助言をもらえるのは、児童にかかわる職員側からしたらありがた

いことだと思う。あまり積極的ではない事業を言う話はあったが、ボランティアを募るなど、制度の

中で無駄を省くなどして、積極的に展開していってほしい。  

・採算性などお金の問題を理由に進まないとするのではなく、知恵を使ってやっていくべき大事な分

野である。  

・この事業に当たる職員は、専門的な療育支援を障害児へ施すため、障害児施設で指導経験のある職

員となっています。官民含めて、施設で指導経験が豊富な職員に限りがあるため、この事業にあたる

職員を確保することが難しい状況になっています。  

・28 年度の実施状況は、延訪問支援回数は８月末時点で計 140 回となっています。利用実人数は３1

人で内訳としては、学齢児が 7 人、幼稚園や保育園児は 24 人となっています。  

・平成 29 年度以降については、保護者や幼稚園、保育園側からのニーズに対して着実に対応できる

ようにします。また職員の人材育成に努めながら人員の確保を進めるとともに、必要性の高い障害児

から対応できるようにするなど、事業の進め方についても検討していきます。  

・今後の事業の方向性については、障害児を受け入れている幼稚園や保育園が多く、支援を必要とす

る障害児が多いため、事業の拡大をしていくことが必要と思われます。  
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 ○２号 （「学 校教育利用希望が強い」以 外 ）  

 

 

 

 

【北部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  85 9 人  90 6 人  95 4 人  92 9 人  92 0 人  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※  92 0 人  97 4 人  1 , 1 1 8 人  1 , 1 1 8 人  1 , 1 1 8 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業  ー  ー  ー  ー  ー  

認 可 外 保 育 施 設  1 2 人  1 2 人  1 2 人  1 2 人  1 2 人  

計  93 2 人  98 6 人  1 , 1 3 0 人  1 , 1 3 0 人  1 , 1 3 0 人  

実 績 （ 実 績 （ 定 員 数 ） ）  99 6 人      

【中央】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  1 ,1 3 9 人  1 , 2 0 1 人  1 , 2 6 4 人  1 , 2 3 1 人  1 , 2 1 6 人  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※  1 , 2 6 4 人  1 , 3 5 7 人  1 , 3 5 7 人  1 , 3 5 7 人  1 , 3 5 7 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業  ー  ー  ー  ー  ー  

認 可 外 保 育 施 設  1 1 人  1 1 人  1 1 人  1 1 人  1 1 人  

計  1 , 2 7 5 人  1 , 3 6 8 人  1 , 3 6 8 人  1 , 3 6 8 人  1 , 3 6 8 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  1 , 4 1 4 人      

【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  3 ,0 2 6 人  3 , 1 9 2 人  3 , 3 6 0 人  3 , 2 7 2 人  3 , 2 3 7 人  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※  3 , 2 6 3 人  3 , 5 5 1 人  3 , 7 8 5 人  3 , 7 8 5 人  3 , 7 8 5 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業  ー  ー  ー  ー  ー  

認 可 外 保 育 施 設  2 9 人  2 9 人  2 9 人  2 9 人  2 9 人  

計  3 , 2 9 2 人  3 , 5 8 0 人  3 , 8 1 4 人  3 , 8 1 4 人  3 , 8 1 4 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  3 , 5 1 8 人      

【南部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  1 ,0 2 8 人  1 , 0 8 5 人  1 , 1 4 2 人  1 , 1 1 2 人  1 , 1 0 1 人  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※  1 , 0 7 9 人  1 , 2 2 0 人  1 , 3 1 0 人  1 , 3 1 0 人  1 , 3 1 0 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業  ー  ー  ー  ー  ー  

認 可 外 保 育 施 設  6 人  6 人  6 人  6 人  6 人  

計  1 , 0 8 5 人  1 , 2 2 6 人  1 , 3 1 6 人  1 , 3 1 6 人  1 , 3 1 6 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  1 , 1 0 8 人      

■教育・保育の計画的整備  【保育整備課】  

[教育 ・保育 ] 

 
 ○２号 （「学 校教育利用希望が強い」以 外  

] 

 

※特定教育 ・保 育施設 とは，認定 こども園 ，確認 を受ける幼稚園及び認可保育   
 園をいう。  
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 ○３号 （０歳 ）  

 

 

 

 

【北部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  13 9 人  15 1 人  16 4 人  16 0 人  15 8 人  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※ 1 14 0 人  14 6 人  15 5 人  15 5 人  15 5 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業 ※ 2 0 人  3 人  3 人  3 人  3 人  

認 可 外 保 育 施 設  1 0 人  1 0 人  1 0 人  1 0 人  1 0 人  

計  15 0 人  15 9 人  16 8 人  16 8 人  16 8 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  14 6 人      

【中央】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  16 9 人  19 0 人  21 1 人  20 6 人  20 4 人  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※ 1 24 5 人  25 7 人  25 7 人  25 7 人  25 7 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業 ※ 2 3 人  3 人  3 人  3 人  3 人  

認 可 外 保 育 施 設  6 人  6 人  6 人  6 人  6 人  

計  25 4 人  26 6 人  26 6 人  26 6 人  26 6 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  25 4 人      

【南部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  13 7 人  15 9 人  18 1 人  17 5 人  17 4 人  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※ 1 18 3 人  20 1 人  20 4 人  20 4 人  20 4 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業 ※ 2 0 人  0 人  0 人  0 人  0 人  

認 可 外 保 育 施 設  4 人  4 人  4 人  4 人  4 人  

計  18 7 人  20 5 人  20 8 人  20 8 人  20 8 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  18 7 人      

【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  44 5 人  50 0 人  55 6 人  54 1 人  53 6 人  

保 育 利 用 率  14 . 0 %  16 . 2％  18 . 5％  18 . 5％  18 . 5％  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※ 1 56 8 人  60 4 人  61 6 人  61 6 人  61 6 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業 ※ 2 3 人  6 人  6 人  6 人  6 人  

認 可 外 保 育 施 設  2 0 人  2 0 人  2 0 人  2 0 人  2 0 人  

計  59 1 人  63 0 人  64 2 人  64 2 人  64 2 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  58 7 人      

■教育・保育の計画的整備  【保育整備課】  

  ○３号 （０歳 ）  

] 

 

※１  特定教育 ・保 育施設 とは，認定 こども園及び認可保育園をいう。  
※２  特定地域型保育事業 とは，小 規 模 保育事業 Ａ型 ，居 宅 訪問型保育事業

及び事業所内保育事業をいう。  
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【北部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  54 8 人  58 2 人  61 7 人  60 1 人  59 4 人  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※ 1 50 0 人  53 0 人  60 2 人  60 2 人  60 2 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業 ※ 2 0 人  1 6 人  1 6 人  1 6 人  1 6 人  

認 可 外 保 育 施 設  3 7 人  3 7 人  3 7 人  3 7 人  3 7 人  

計  53 7 人  58 3 人  65 5 人  65 5 人  65 5 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  54 2 人      

【中央】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  71 5 人  75 5 人  79 5 人  77 4 人  76 5 人  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※ 1 74 5 人  80 0 人  80 0 人  80 0 人  80 0 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業 ※ 2 1 2 人  4 8 人  4 8 人  4 8 人  4 8 人  

認 可 外 保 育 施 設  7 0 人  7 0 人  7 0 人  7 0 人  7 0 人  

計  82 7 人  91 8 人  91 8 人  91 8 人  91 8 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  82 7 人      

【南部】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  61 8 人  64 8 人  67 9 人  66 1 人  65 5 人  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※ 1 55 1 人  62 3 人  66 5 人  66 5 人  66 5 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業 ※ 2 0 人  0 人  0 人  0 人  0 人  

認 可 外 保 育 施 設  2 9 人  2 9 人  2 9 人  2 9 人  2 9 人  

計  58 0 人  65 2 人  69 4 人  69 4 人  69 4 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  60 5 人      

【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  1 ,8 8 1 人  1 , 9 8 5 人  2 , 0 9 1 人  2 , 0 3 6 人  2 , 0 1 4 人  

保 育 利 用 率  28 . 3 %  30 . 7％  33 . 2％  33 . 2％  33 . 2％  

確

保

方

策 

特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 ※ 1 1 , 7 9 6 人  1 , 9 5 3 人  2 , 0 6 7 人  2 , 0 6 7 人  2 , 0 6 7 人  

確 認 を 受 け な い 幼 稚

園  

ー  ー  ー  ー  ー  

特 定 地 域 型 保 育 事 業 ※ 2 1 2 人  6 4 人  6 4 人  6 4 人  6 4 人  

認 可 外 保 育 施 設  13 6 人  13 6 人  13 6 人  13 6 人  13 6 人  

計  1 , 9 4 4 人  2 , 1 5 3 人  2 , 2 6 7 人  2 , 2 6 7 人  2 , 2 6 7 人  

実 績 （ 定 員 数 ）  1 , 9 7 4 人      

■教育・保育の計画的整備  【保育整備課】  

 

※１  特定教育 ・保 育施設 とは，認定 こども園及び認可保育園をいう。  
※２  特定地域型保育事業 とは，小 規 模 保育事業 Ａ型 ，居 宅 訪問型保育事業

及び事業所内保育事業をいう。  

 

 ○３号 （１・２歳 ）  

] 
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

◆既存幼稚園の幼保連携型認定こども

園への移行、私立認可保育園の整備、

小規模保育事業 A 型の整備  

幼保連携型認定こども園を１園、私立認可

保育園を８園、小規模保育事業Ａ型を１園

の計１０園を整備して定員数を５４２人増

加し、平成２７年４月１日における２号・

３号子どもの利用定員数を  

5，894 人としました。  

 

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

保育需要の動向を注視しながら、引き続き、

既存幼稚園の幼保連携型認定こども園への

移行と、私立認可保育園の整備を優先して

行います。  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  
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・積極的に整備に取り組めているのではないかと感じた。  

・自分自身、幼稚園に入れて勉強させたかったという気持ちがあるので、こども園が増えるとよいと

思う。  

・こども園が増えている。幼保連携型の需要は増えると思う。  

 平成２８年度は、幼保連携型認定こども園を２園、私立認可保育園を２園、小規模保育事業Ａ型を

４園の計８園を整備して定員数を４８５人増加し、平成２８年４月１日における２号・３号子どもの

利用定員数を６，３７９人としました。  

 保育需要が増加している中で、入園保留児数の推移を注視しながら、引き続き、既存幼稚園の幼保

連携型認定こども園への移行と、私立認可保育園の整備を優先して行います。また、必要に応じ小規

模保育事業Ａ型を整備します。  



 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市全域】  27 年 度  28 年 度  29 年 度  30 年 度  31 年 度  

量 の 見 込 み  2 , 283 人  2 , 290 人  2 , 297 人  2 , 304 人  2 , 252 人  

 
低 学 年  1 , 852 人  1 , 858 人  1 , 863 人  1 , 867 人  1 , 824 人  

高 学 年  431 人  432 人  434 人  437 人  428 人  

確 保 方 策  2 , 455 人  2 , 455 人  2 , 455 人  2 , 455 人  2 , 455 人  

実 績 値  2 , 505 人      

  放課後児童健全育成事業【学童保育課】  

[放課 後児 童 健 全育 成事 業 ] 
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■ 平 成 ２ ７ 年 度 の 取 り 組 み  

◆ 学 校 の 余 裕 教 室 の 活 用  

・田 中 小 こ ど も ル ー ム に つ い て 、定

員 を 大 き く 超 え る 申 し 込 み が あ っ

た た め 、学 校 の 余 裕 教 室 に エ ア コ ン

等 を 設 置 し 、第 二 保 育 室 代 わ り と し

て 利 用 す る こ と で 、受 け 入 れ の 拡 充

に 努 め ま し た 。  

◆ 富 勢 小 こ ど も ル ー ム の 移 設 工 事  

・現 在 、学 校 の 敷 地 外 に あ る 富 勢 こ

ど も ル ー ム に つ い て 、児 童 が 安 全 に

登 所 で き る よ う 学 校 の 敷 地 内 に 移

設 し ま す 。平 成 ２ ７ 年 度 は 設 計 を 行

い 、４ 年 生 以 上 の 受 け 入 れ に も 対 応

で き る よ う 、定 員 を ２ ５ 名 増 や し て

１ ０ ０ 名 で 設 計 を 行 い ま し た 。  

■ 今 後 の 取 り 組 み ・ 課 題  

◆第二保育室の整備  

 今 後 も 児 童 数 が 増 え る 見 込 み の

地 域 に つ い て は 、児 童 数 の 推 移 な ど

も 見 極 め な が ら 、学 校 の 余 裕 教 室 の

活 用 や 第 二 保 育 室 の 整 備 を 進 め て

い き 、待 機 児 童 の 解 消 に 努 め て い き

ま す 。  

■子ども・子育て会議からの意見  

■実現に向けて取 り組んでいること  

 

・ 2 8年 度 当 初 、自 分 の 子 が 通 う こ ど も ル ー ム で は 小 学 ４ 年 生 以 上 の 受 け 入 れ が ま っ

た く な か っ た 。 保 育 園 の 入 園 児 も 増 え て お り 、 学 童 へ 入 る 子 ど も も 増 え る と 思 わ

れ る が 、 低 学 年 で 定 員 に 達 し た と き そ の 先 の 受 け 入 れ は で き な い の か 。 ま た 、 学

校 の 余 裕 教 室 利 用 は 難 し い と 聞 い て い る が 、 待 機 児 童 の 対 策 は と っ て い る の か 。  

・ 余 裕 教 室 を 利 用 す る な ど し て 受 け 入 れ を 増 や す と い う こ と は と て も い い こ と だ と

思 っ た 。 利 用 希 望 者 は 、 今 後 増 え て い く と 思 う の で 、 職 員 の 確 保 も 大 変 だ と は 思

う が 、 待 機 児 童 の 解 消 に 向 け て 展 開 し て ほ し い 。  

・ (会 議 席 上 委 員 発 言 が あ り 、 そ の 後 協 議 会 か ら 要 望 提 出 が あ っ た 由 だ が )、 乳 幼 児

数 が 減 っ て も 保 育 希 望 が 多 く 潜 在 的 に 待 機 児 童 問 題 が 続 い て い る こ と か ら 、 数 年

後 の 学 童 保 育 希 望 も 予 想 以 上 に 多 く な り 、 深 刻 な 学 童 待 機 児 童 問 題 に な る と み て

い い の で は な い か と 思 う 。 今 か ら 喫 緊 の 課 題 と し て 取 り 組 む べ き 。  

・ 広 報 か し わ に 、 毎 回 の ご と く ス タ ッ フ 募 集 が あ る が 、 ス タ ッ フ の 状 況 は ど う な っ

て い る の か 。  

・ 学 童 保 育 の 質 に つ い て 、 指 導 者 の 教 育 等 も 一 緒 に 行 っ て ほ し い 。 小 学 校 の 先 生 や

保 護 者 と の 連 絡 を 密 に と れ る よ う に で き る と よ い 。 小 学 校 は 楽 し ん で い る が 学 童

に は 行 き た く な い と い う 声 や 、友 達 や 上 下 関 係 と の ト ラ ブ ル な ど の 話 を よ く 聞 く 。

保 育 園 や 幼 稚 園 の 卒 園 時 な ど の 預 か り 等 さ ま ざ ま な 場 所 で の 保 育 が で き る 状 態 が

必 要 。 ま た 、 学 童 に は 入 ら ず 1人 で 夕 方 ま で 過 ご し て い る 、 兄 弟 が い る か ら … 等

で 遠 く ま で 自 転 車 で 遊 び に 行 っ て い る 子 な ど 、 家 庭 で の 過 ご し 方 ・ 接 し 方 も 昔 よ

り も 大 き な 差 が 出 て き て い る 。 小 学 校 の 校 庭 の 開 放 や 児 童 館 、 公 園 な ど ど ん な 子

も 安 全 に 自 由 に 過 ご せ る 場 所 が 必 要 と 思 う 。  

・ 学 童 保 育 の 役 員 が 「 ル ー ム に 入 れ な く な っ た 」 「 小 学 校 ３ 年 生 で 入 所 で き な か っ

た 」 と 署 名 を 求 め て 保 育 園 の 会 議 に 来 た 。 保 育 園 の 延 長 上 に 学 童 が あ る 。 安 心 し

て 仕 事 に 行 け る よ う 、 学 童 保 育 に も 力 を 注 い で ほ し い 。  

・ 田 中 小 こ ど も ル ー ム の よ う に 、 他 ル ー ム で も 待 機 児 童 を 解 消 す る た め 、 空 き 教 室

利 用 な ど で 第 ２ ル ー ム を 確 保 し て ほ し い 。 指 導 員 の 質 を 上 げ て ほ し い と の 声 を 多

く 聞 く 。 学 習 面 で な く 生 活 面 な ど 、 指 導 者 育 成 プ ロ グ ラ ム な ど も 考 え て ほ し い 。  
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■今後の課題と来年度の予定  
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 平成２８年度は富勢小こどもルームの建設、光ヶ丘小こどもルームの建替設計、十余二小こどもル

ームの増設設計を行いました。また、余裕教室について、新たに柏六小で活用し、利用児童数の拡充

に努めました。  

 こどもルームの利用児童数は、地域によっては今後も増えていく見込みであることから、児童数の

推移を見極めながら、余裕教室の活用や第二保育室の整備を進めていきます。  

 また、意見のありました指導員の質に関しても、放課後児童支援員（＊）の資格を順次、取得させ

るとともに内部研修の充実なども行い、質の向上を図っていきます。  

 

＊放課後児童支援員：平成 27 年度に創設された学童保育に従事する指導員の資格です。資格を取得

するには、保育士や幼稚園教諭等の資格を有していたり、高卒以上で二年以上児童福祉事業に従事し

ている者であって、都道府県が実施する研修を修了する必要があります。  



 

 

 

 

施策からの点検報告書  

 

 





 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策からの点検】  １－（１）子育ち・親育ちの環境づくり  

 ⼦ 育 て の 当 事 者 で あ る 保 護 者 同 ⼠ が ⽀ え 合 い 、学 び 合 い 、⾼ め 合 う 関 係 を つ く る と と

も に 、⼦ ど も 同 ⼠ も 育 ち 合 え る よ う 、親 ⼦ が 出 会 い 、交 流 で き る 場 を 充 実 さ せ ま す 。ま

た 、 地 域 全 体 の ⼦ 育 て に 対 す る 理 解 を 深 め ま す 。  

■ 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と  

① 親 ⼦ で 交 流 で き る 場 の 充 実   

② ⼦ 育 て に 対 す る 意 識 啓 発  

③ 各 種 ⼦ 育 て ⽀ 援 活 動 の ⽀ 援  

■平成２７年度の取り組みが実現に近づいているか  

 地 域 ⼦ 育 て ⽀ 援 拠 点 の 増 設 や 2 8 年 ５ 月 に 整 備 し た「 は ぐ は ぐ ひ ろ ば 沼 南 」の 開

所 準 備 を 行 い 、 南 部 地 域 で 交 流 で き る 場 を 増 や す こ と が で き ま し た 。 ま た 、 親 ⼦

が ま た 行 き た い と 思 え る 施 設 と す る た め 、 地 域 ⼦ 育 て ⽀ 援 セ ン タ ー ・ 児 童 セ ン タ

ー 職 員 の 合 同 研 修 に よ り 質 の 向 上 に も 努 め ま し た 。  

 フ ァ シ リ テ ー タ ー 養 成 な ど の 準 備 を 進 め 、 28 年 度 か ら 児 童 セ ン タ ー で 実 施 し て

い る ペ ア レ ン ト ・ プ ロ グ ラ ム 、 Ｂ Ｐ プ ロ グ ラ ム は 、 親 同 ⼠ の 交 流 は も と よ り 、 参

加 型 の 講 座 で 学 び 合 い 、 ⾼ め 合 う こ と の で き る プ ロ グ ラ ム で あ り 、 施 策 の 目 指 す

姿 へ 近 づ く こ と が 期 待 で き ま す 。 今 後 、 他 地 域 へ の 拡 大 へ の 検 討 や 他 事 業 と の 相

乗 的 な 効 果 に よ る 施 策 の 実 現 が 求 め ら れ る と こ ろ で す 。  

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

 柏 市 で は 核 家 族 化 や 地 域 の つ な が り の 希 薄 化 に よ り 、⼦ 育 て の 孤 立 化 や ⼦ 育 て に 係

る 不 安 や 負 担 は 増 加 傾 向 に あ り ま す 。そ の た め 、児 童 セ ン タ ー や 地 域 ⼦ 育 て ⽀ 援 拠 点

が 手 薄 な 地 域 へ の 開 設 を 検 討 し て い き ま す 。ま た 、専 任 ス タ ッ フ が 基 本 ４ 事 業「 交 流・

相 談・情 報 提 供・育 児 講 座 」に 積 極 的 に 取 り 組 み 、活 発 な 親 ⼦ の 交 流 の 中 で 親 育 ち ⼦

育 ち の 場 と な る よ う 、 質 の 向 上 を 目 的 と し た 研 修 を 実 施 し ま す 。  

 ⼦ 育 て に 対 す る 意 識 啓 発 と し て は 、 ⼦ 育 て ⽀ 援 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 （ 施 策 1 -（ 2）

参 照 ） を 目 指 し て 実 施 す る 講 座 の 受 講 生 と と も に 、 平 成 2 9 年 １ 月 に 公 開 講 座 ・ イ ベ

ン ト を 実 施 し ま す 。 2 9 年 度 は シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し 、 ⼦ 育 て に 対 す る 地 域 や 市 民 の

理 解 を 深 め る 機 会 と し ま す 。  
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・ 近 年 、 親 も ま た 成 長 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る よ う な 場 面 を 多 く 目 に す る 。 ど う

し て も 考 え が 偏 っ て し ま い 、 そ れ が ⼦ 育 て に 影 響 し て し ま う と 思 う の で 、 ペ ア レ ン

ト ・ プ ロ グ ラ ム の 実 施 は と て も 良 い こ と だ と 思 う 。  

・ 実 施 状 況 を み な が ら 、 着 実 な 、 親 ⼦ に 寄 り 添 う 施 策 の 推 進 が 望 ま れ る 。  

・ 柏 は 核 家 族 が 多 い 。 周 り に 頼 れ る 誰 か 、 親 ⼦ で 交 流 で き る 場 所 が あ る と い う の は 、

⼦ 育 て し て い く 上 で と て も 重 要 だ と 思 う 。  



 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策からの点検】  １－（２）子育て支援ネットワークの構築  

  地域全体の子育て状況を把握したり、不足している支援を考えたり、また、各支援団体の活動を支援し

たりできるような支援団体（支援者）のネットワークが、柏市における子ども・子育て支援全体を支えま

す。  

 

■ 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と  

① 支 援 団 体 （ 支 援 者 ） の ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築  

② 支 援 団 体 （ 支 援 者 ） の 育 成  

■平成２７年度の取り組みが実現に近づいているか  

 地 域 の 子 育 て 環 境 の 充 実 は 、 地 域 で 子 ど も や 子 育 て に 関 す る 支 援 を し て い る 団

体 や 支 援 者 の 活 動 が 重 要 な 要 素 と な っ て い ま す 。  

 団 体 や 支 援 者 同 士 が 、 活 動 の 内 容 や 工 夫 、 情 報 発 信 な ど に つ い て 、 お 互 い に 学

ん だ り 、 行 政 等 か ら さ ま ざ ま な 情 報 を 得 た り す る 機 会 を つ く る こ と が で き れ ば 、

よ り よ く 活 動 す る き っ か け に な る こ と が 考 え ら れ ま す 。  

 平 成 ２ ７ 年 度 は 、 そ の た め の 準 備 と し て 、 子 育 て 支 援 団 体 の 課 題 に 感 じ て い る

こ と や 、 横 の つ な が り に つ い て 、 協 力 者 と 意 見 交 換 を 行 い ま し た 。  

 子 育 て 支 援 の 地 域 の ネ ッ ト ワ ー ク は 、 行 政 が 一 方 的 に 構 築 で き る も の で は な い

た め 、 今 後 、 団 体 や 支 援 者 が 交 流 す る 場 を 提 供 す る な ど 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 実 現 に

向 け 、 工 夫 を 重 ね な が ら 実 現 に 向 け 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ り ま す 。  

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  
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・ こ う し た 団 体 を 立 ち 上 げ る ノ ウ ハ ウ を 学 ぶ 場 も 設 け て ほ し い 。  

・ 関 係 者 の 議 論 を 重 ね 、 皆 で に な う 。 柏 の 子 ど も 子 育 て 支 援 に 資 す る ネ ッ ト ワ ー ク

が で き る こ と を 期 待 す る 。  

・ ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 を あ り が と う ご ざ い ま す 。「 は ぐ は ぐ 柏 」 を 開 く と 分 か り や す

く た く さ ん の 情 報 が 得 ら れ る 。 で き た ら 子 育 て 全 般 に 関 す る 電 話 窓 口 が あ っ た ら さ

ら に あ り が た い 。 全 て の 情 報 を 持 つ と 同 時 に 相 談 に も 応 じ ら れ る お 助 け ど こ ろ が あ

っ た ら 、 母 子 手 帳 配 布 時 ・ 乳 児 訪 問 時 ・ 健 診 ・ 幼 稚 園 保 育 園 小 学 校 入 園 入 学 時 等 ひ

と つ の 窓 口 の 電 話 番 号 を お 伝 え す る こ と で 、 一 貫 し た 支 援 を お 伝 え で き る と 思 う 。  

 2 7 年 度 に 行 っ た 意 見 交 換 か ら 、 よ り よ い 活 動 や ネ ッ ト ワ ー ク の き っ か け づ く り と

し て 、 2 8 年 度 1 0 月 か ら 、 主 に 子 育 て 支 援 者 を 対 象 と し た 講 座 「 広 げ よ う 子 育 て 支

援 の 輪 （ 全 ６ 回 ）」 を 行 っ て い ま す 。 最 終 回 の １ 月 2 8 日 に は 、 さ ら に 広 く 子 育 て 支

援 の 輪 を 広 げ る 機 会 と し て 受 講 生 と と も に 公 開 講 座 ・ イ ベ ン ト を 行 う 予 定 で す 。 市

は こ の つ な が り を 将 来 に わ た り 有 効 に 生 か せ る よ う 後 押 し を し て い く た め 、 2 9 年 度

に シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 を 計 画 し て い ま す 。 こ う し た 活 動 を 通 じ て 行 政 と 対 等 な 立 場 で

活 動 を 行 う 人 材 を 育 成 し 、 今 後 、 支 援 ・ 協 働 す る 方 策 を 検 討 し て い き ま す 。  

 ま た 、 子 育 て 支 援 の 担 い 手 と な る 支 援 者 を 育 成 す る た め 、 2 8 年 度 か ら 子 育 て 支 援

員 研 修 の 実 施 を 予 定 し て い ま す 。  



 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策からの点検】  １－（３）ワーク・ライフ・バランスの推進  

  ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現に向けて、職業生活と家庭生活の両立に対する

理解と協力を得るための啓発活動や各種制度の周知等を進めます。  

■ 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と  

 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進 は 「 柏 市 男 女 共 同 参 画 推 進 計 画 」 に 基 づ い て 取

り 組 み ま す 。  

■平成２７年度の取り組みが実現に近づいているか  

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  

 推 進 計 画 で は ４ つ の 基 本 課 題 を 掲 げ 、 そ の 中 の １

つ に 「 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進 」 を 掲 げ ま

し た 。 こ の 課 題 の 施 策 の 方 向 性 と し て 、 ① 男 女 が 共

に 担 う 家 庭 ・ 地 域 づ く り 、 ② 男 女 が 平 等 に 仕 事 と 生

活 を 両 立 で き る 環 境 づ く り の ２ つ を 定 め 、 実 現 に 向

け て 啓 発 や 、 各 種 制 度 の 周 知 を 行 っ て い く こ と と し

ま し た 。  

 ま た 新 計 画 で は 、 計 画 の 推 進 体 制 を ４ つ の 基 本 課

題 と は 別 に し て 記 載 し 、 特 段 力 を 入 れ て い く こ と と

し て い ま す の で 、計 画 の 推 進 力 強 化 が 期 待 で き ま す 。 

27 年度男女共同参画講演会チラシ  

（ワークライフバランス啓発の例）  
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・ 共 働 き 世 帯 が 、 休 日 に 講 演 会 に 出 席 す る と い う の は 、 な か な か 難 し い よ う な 気 も

す る 。 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー な ど を 利 用 し て 、 買 い 物 つ い で に ふ ら っ と 目 に す る こ

と が で き る 等 、 仕 事 と 家 庭 の 両 立 の た め の 啓 発 活 動 を 積 極 的 に 行 っ て ほ し い 。  

・ 推 進 状 況 ． 推 進 体 制 が 関 係 者 以 外 に 見 え て い な い の で は な い か 。 具 体 的 な 推 進 状

況 ・ 工 程 表 を 教 え て ほ し い 。 長 時 間 労 働 削 減 や 育 休 取 得 促 進 な ど は ど う 啓 発 し て い

っ て い る の か 。 啓 発 に は 、 状 況 の デ ー タ 等 、 見 え る 化 の 推 進 が 重 要 。  

・ 男 女 の 差 別 が な く 、 家 庭 の 役 割 を 平 等 に 、 子 育 て も 協 力 し 合 う こ と は と て も 重 要 。

市 が 推 進 し て い る と は 知 ら な か っ た 。  

 ワ ー ク・ラ イ フ・バ ラ ン ス の 推 進 に つ い て は 、仕 事 と 生 活 の 両 立 で き る 環 境 作 り

の た め 、男 女 共 同 参 画 推 進 計 画 を 実 行 す る 市 役 所 内 や 事 業 者 へ の 啓 発 を 充 実 さ せ て

い く こ と が 課 題 で す 。 そ の た め 、 2 9 年 度 は 、 市 役 所 内 へ 向 け た 啓 発 と し て 、 庁 内

で 組 織 し て い る 庁 内 連 絡 会 議 の 活 用 や 、人 事 課 と も 協 力 し 共 同 で 講 座 等 を 企 画 し て

い く と と も に 、事 業 者 へ 向 け た 啓 発 と し て 、商 工 振 興 課 や 商 工 会 議 所 へ の 働 き か け

を 積 極 的 に 行 っ て い き ま す 。ま た 、企 業 表 彰 を 見 直 し 、受 賞 企 業 の 取 り 組 み を 男 女

共 同 参 画 セ ン タ ー に お い て 紹 介 し て い く な ど 、 市 民 一 人 ひ と り が ワ ー ク ・ ラ イ フ ・

バ ラ ン ス に つ い て 理 解 を 深 め る こ と が で き る よ う 広 く 周 知 を 図 っ て い き ま す 。  

⇒ 意 見 で は お お む ね 周 知・啓 発 を 積 極 的 に し て ほ し い と あ り ま す が 、こ れ に つ い て

は 特 に コ メ ン ト は あ り ま せ ん か 。  



 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策からの点検】  ２－（１）情報提供・相談体制の充実  

  子育てに関する様々な情報が、全ての子育て家庭や支援者など広く市民全体に伝わる情報提供体制をつ

くるとともに、気軽に相談できる場や様々なケースに適切に対応できるような相談体制を充実させます。 

■ 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と  

① 情 報 提 供 体 制 の 充 実  

② 利 用 者 支 援 事 業 の 実 施  

③ 相 談 体 制 の 充 実  

 

■平成２７年度の取り組みが実現に近づいているか  

 出 生 や 転 入 の 手 続 き の 際 に 子 育 て 家 庭 に 配 布 す る「 か し わ こ そ だ て ハ ン ド ブ ッ ク 」

や ５ 地 域 別 の お で か け リ ー フ レ ッ ト 「 か し わ こ そ だ て ガ イ ド 」、 お で か け マ ッ プ の 作

成 ・ 配 布 等 、 様 々 な 媒 体 に よ る 情 報 提 供 を 行 い 、 子 育 て 世 帯 や 支 援 者 な ど 広 く 情 報

を 必 要 と す る 市 民 へ の 提 供 体 制 を 充 実 す る こ と が で き ま し た 。 ま た 、 子 育 て 世 代 の

ス マ ー ト フ ォ ン 利 用 率 が 高 い た め 、 子 育 て サ イ ト 「 は ぐ は ぐ 柏 」 の 周 知 強 化 の た め 、

Ｐ Ｒ ポ ス タ ー の 作 成・ツ イ ッ タ ー で の 呼 び か け な ど を 行 い 、閲 覧 数 が 前 年 比 約 1 4 0％

増 と な り ま し た 。 今 後 、 新 た な 子 育 て 家 庭 に 向 け た 継 続 的 な 周 知 、 子 育 て 世 帯 だ け

で な く 市 民 全 体 へ の 情 報 提 供 な ど が 求 め ら れ ま す 。  

 ま た 、 相 談 支 援 体 制 を 充 実 す る た め 、 新 生 児 訪 問 指 導 事 業 と 乳 児 家 庭 全 戸 訪 問 事

業 を 統 合 ・ 拡 充 し 、 専 門 職 に よ る 訪 問 を 強 化 し ま し た 。 ま た 、 相 談 窓 口 の 周 知 を 妊

娠 期 か ら 積 極 的 に 行 う た め 、 妊 婦 健 康 診 査 に つ い て 妊 婦 健 康 診 査 受 診 票 の 使 用 強 化

を 目 指 し 、 産 科 医 療 機 関 等 へ 専 門 職 の い る 窓 口 で の 母 子 健 康 手 帳 発 行 を 促 す よ う 働

き か け て い ま す 。 健 康 診 査 の 受 診 促 進 、 適 切 な 健 診 助 成 の 運 用 の た め 、 妊 娠 届 出 時

の 保 健 師 等 に よ る 面 接 や 医 療 機 関 と の 協 力 を 推 進 し ま す 。  

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  
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・ 紙 媒 体 よ り も 、ネ ッ ト を 通 じ て の 情 報 提 供 が 今 は 一 般 的 だ と い う こ と を 踏 ま え て 、

積 極 的 に 情 報 発 信 を 行 っ て ほ し い 。  

・ 地 域 別 お で か け リ ー フ レ ッ ト 、 は ぐ は ぐ を 含 め 、 充 実 が 進 み つ つ あ る と 思 う 。 口

コ ミ の 威 力 が 大 き い こ と を 念 頭 に さ ら に P R を 。シ ン ポ 、フ ォ ー ラ ム 、講 演 会 、ワ ー

ク シ ョ ッ プ な ど 、 市 民 一 般 を 含 め た 啓 発 の 推 進 が 望 ま れ る 。 利 用 者 支 援 (基 本 型 、 母

子 保 険 型 )と の 関 連 と 、 妊 娠 期 か ら の 支 援 の 関 連 で 、 母 子 手 帳 交 付 時 か ら の 情 報 提 供

を さ ら に 工 夫 し 、 そ の 推 進 を は か る こ と が 望 ま れ る 。 利 用 者 支 援 は 、 子 育 て 当 事 者

に 近 い 諸 資 源 と の ネ ッ ト ワ ー ク が 支 援 の 前 提 と な る の で 、 拠 点 事 業 、 妊 娠 期 か ら の

事 業 、 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 事 業 等 と 併 せ て 検 討 し て い た だ き た い 。  

・ 自 分 自 身 柏 市 に 転 入 し て か ら 「 か し わ こ そ だ て ハ ン ド ブ ッ ク 」 を 頼 り に し て い た 。

よ り 充 実 し 、「 何 か の 時 に は こ れ を 見 れ ば よ い 」 と な れ ば よ り よ い と 思 う 。  

 

 情 報 提 供 は 、 情 報 へ の ア ク セ ス を 積 極 的 に 行 わ な い ・ 行 え な い 人 に ど う ア プ ロ ー

チ で き る か が 課 題 で あ る た め 、 よ り 利 用 し や す い S NS 等 の 活 用 に つ い て 検 討 を 進 め

て い き ま す 。 ま た 、 紙 媒 体 「 こ そ だ て ハ ン ド ブ ッ ク （ 平 成 ２ ９ ・ ３ ０ 年 度 版 ）」 の 発

行 に 向 け 、 見 や す さ ・ 分 か り や す さ 、 配 布 方 法 な ど を 見 直 し 、 効 果 的 に 情 報 を 届 け

ら れ る よ う に 努 め て い き ま す 。  

 利 用 者 支 援 事 業 に お い て は 、 2 9 年 度 中 に 、 利 用 者 支 援 ・ 基 本 型 の 窓 口 を 、 沼 南 社

会 福 祉 セ ン タ ー に 開 設 す る 予 定 で す 。 多 く の 親 子 に 気 軽 に 利 用 し て も ら え る よ う 、

地 域 子 育 て 支 援 拠 点 ・ は ぐ は ぐ ひ ろ ば 沼 南 と 併 設 で 設 置 し ま す 。  

  



 

 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 に わ た る ま で の 母 子 保 健 や 育 児 に 関 す る 様 々 な 状 況 に 応 じ た

総 合 的 相 談 支 援 を 実 施 す る 子 育 て 世 代 包 括 支 援 セ ン タ ー の 設 置 を 29 年 度 予 定 し て

い ま す 。 子 育 て 世 代 包 括 支 援 セ ン タ ー で は 、 保 健 師 等 の 専 門 職 に よ る 妊 婦 の 全 数 面

接 を 実 施 し 、 個 々 の 状 況 や ニ ー ズ に 合 わ せ た 情 報 提 供 と 支 援 を 実 施 で き る よ う プ ラ

ン 作 成 を 予 定 し て い き ま す 。     

 母 子 健 康 手 帳 を 補 完 す る も の と し て 実 施 し て い る 電 子 親 子 手 帳 サ ー ビ ス 事 業 を 推

進 し 、 困 っ た と き に 気 軽 に 情 報 を 取 得 し 、 多 く の 子 育 て 家 庭 の 登 録 利 用 を 促 す と 共

に 、 電 子 親 子 手 帳 の 機 能 強 化 ・ 改 善 を 実 施 し て い き ま す 。   

■今後の課題と来年度の予定 （続 き）  
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【施策からの点検】  ２－（２）子育て家庭の負担の軽減  

  全ての子育て家庭が安心して子育てに当たれるよう、家庭における様々な子育ての負担や不安、孤立感

を和らげるための支援体制を整えます。  

■ 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と  

① 一 時 的 な 預 か り の 充 実  

② 経 済 的 負 担 の 軽 減  

 

■平成２７年度の取り組みが実現に近づいているか  

 平 成 2 7 年 度 は 4 か 所 の 認 定 こ ど も 園 が 一 時 預 か り 事 業 (幼 稚 園 型 )を 実 施 し 、の

べ 1 2 , 0 0 0 人 が 利 用 し ま し た 。今 後 認 定 こ ど も 園 に 移 行 す る 幼 稚 園 が 増 え る と と も

に 、 利 用 者 数 の 増 加 が 見 込 ま れ ま す 。  

 公 立 保 育 園 で は 、平 成 2 6 年 か ら「 リ フ レ ッ シ ュ 目 的 」に 特 化 し た 一 時 預 か り 事

業 を 開 始 し 、 平 成 2 7 年 度 は 年 間 利 用 者 が 公 立 保 育 園 全 体 で 4 5 9 人 増 加 し ま し た 。

保 育 士 不 足 に よ り 一 時 預 か り 事 業 の 拡 充 は 難 し い 状 況 で す が 、 保 育 士 確 保 事 業 や

フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー 事 業 な ど 他 の 取 組 み と も 連 動 し な が ら 、 よ り 一

層 充 実 さ せ る 方 向 で 取 り 組 ん で い き ま す 。  

 フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー 事 業 は 、 年 会 費 廃 止 等 に よ り 会 員 数 及 び 援 助

件 数 と も に 前 年 よ り 増 え ま し た 。 利 用 目 的 で は 、 教 育 ・ 保 育 施 設 や 学 童 保 育 へ の

送 迎 と そ の 後 の 預 か り 等 共 働 き 世 帯 の 利 用 が 多 い 一 方 で 、 リ フ レ ッ シ ュ や 買 い 物

等 に よ る 利 用 は 少 な い た め 、 具 体 的 な 利 用 方 法 の 提 示 や 利 用 者 の 声 の 紹 介 な ど さ

ら に 事 業 の 周 知 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。  

 シ ョ ー ト ス テ イ 事 業 は 、 関 係 機 関 と の 連 携 や 様 々 な 機 会 を 通 じ て 必 要 な 方 の サ

ー ビ ス 利 用 に つ な げ て い ま す 。 今 後 は 養 育 困 難 な 家 庭 へ 一 層 の 周 知 を 図 る と 同 時

に 、 受 け 入 れ 定 員 の 拡 大 に つ い て 施 設 へ 要 望 を 行 い ま す 。  

 こ れ ら 一 時 的 な 預 か り の 事 業 に つ い て は 、 必 要 な 方 が 必 要 な と き に 利 用 で き る

こ と で 子 育 て 家 庭 の 安 心 や 負 担 の 軽 減 に つ な げ る こ と が で き る た め 、 各 事 業 の 充

実 と 同 時 に 状 況 に 合 わ せ て 事 業 を 選 択 で き る よ う 、 各 事 業 の 周 知 を 強 化 し て い く

こ と も 重 要 な 課 題 と な っ て い ま す 。  

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  
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・ フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー は 登 録 が 面 倒 と い う 話 を よ く 耳 に す る 。 需 要 は

あ る が 利 用 す る ま で に は 至 っ て い な い ケ ー ス が 多 い 気 が す る 。 制 度 を 利 用 し や す い

よ う に 見 直 せ な い か 。  

・ 一 時 預 か り 事 業 は 、 特 定 の デ ー タ は 記 載 さ れ て い る が 、 全 体 的 に 時 系 列 で き め 細

か い デ ー タ を 提 供 し て 欲 し い 。 そ う し た 見 え る 化 が 事 業 の 理 解 促 進 ・ P R に 繋 が る 。  

・ 経 済 的 安 定 は 子 育 て に も 大 き く 関 わ る 。 就 労 の 際 の 一 時 預 か り 、 安 心 し て 働 く こ

と が 出 来 る 環 境 作 り は と て も 大 切 で す 。  

 国 が 待 機 児 童 解 消 の た め に 幼 稚 園 を 活 用 す る 方 針 を 示 し た こ と を 受 け て 、認 定 こ ど

も 園 だ け で な く 、 私 立 幼 稚 園 で の 一 時 預 か り 事 業 の 促 進 策 も 検 討 し て い き ま す 。  

  フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー 事 業 の Ｐ Ｒ ・ 利 便 性 の 向 上 は 課 題 と 考 え て お り 、

会 員 の 意 見 や 他 市 の 取 り 組 み 事 例 な ど を 参 考 に 改 善 を 検 討 し て い き ま す 。ま た 、リ フ

レ ッ シ ュ 目 的 の 利 用 の Ｐ Ｒ を 工 夫 し 、 協 力 会 員 の 意 識 改 革 に も 取 り 組 み ま す 。  

 児 童 福 祉 法 改 正 に よ り 、平 成 2 9 年 4 月 か ら 市 町 村 の 児 童 虐 待 対 策 に 対 応 す る 支 援

拠 点 の 強 化 が 位 置 づ け ら れ 、シ ョ ー ト ス テ イ 事 業 も 充 実 が 求 め ら れ て い ま す 。受 け 入

れ 枠 の 拡 大 等 、施 設 や 他 の 委 託 市 と 協 議 し 、子 育 て を 手 伝 っ て く れ る 人 が 身 近 に い な

い と い う 家 庭 に お け る 子 育 て の 負 担 や 孤 立 感 を 和 ら げ る 支 援 体 制 を 整 え ま す 。  



 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策からの点検】  ２－（３）児童虐待の防止  

 

 

 児童虐待の発生予防・早期発見・早期対応に向けた適切な対応が図られるよう、関係機関の連携の一層

の強化や対応する職員の育成・確保等に取り組みます。  

■ 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と  

 児 童 虐 待 の 防 止 は 「 柏 市 に お け る 児 童 死 亡 事 例 の 検 証 結 果 報 告 書 」 に 基 づ い て 取

り 組 み ま す 。  

■平成２７年度の取り組みが実現に近づいているか  

要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 の 機 能 等 を 活 用 し 、関 係 機 関 等 と 連 携 し た 取 組

を 行 い ま し た 。  

 (1 )  児 童 虐 待 の 未 然 防 止 へ の 取 組 推 進  

 (2 )  要 保 護 児 童 等 の 早 期 発 見  

 (3 )  要 保 護 児 童 等 の 安 全 確 認 ・ 確 保 ， 早 期 に 的 確 な 対 応 ・ 支 援  

  

平 成 ２ ７ 年 度 の 主 な 取 組 実 績  

 ■ 家 庭 児 童 相 談 事 業 の 実 施 （ 新 規 相 談 実 績 １ ， ０ ８ １ 件 ）  

 ■ 関 係 者 を 対 象 と し た 要 保 護 児 童 研 修 会 の 開 催 （ 年 ７ 回 開 催 ）  

 ■ 親 支 援 事 業 「 ペ ア レ ン ト ト レ ー ニ ン グ i n か し わ 」 の 開 催 (全 ８ 回  ２ コ ー ス ）  
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・ 関 係 機 関 同 士 の 連 携 が ど の く ら い と れ て い る の か を 具 体 的 に 知 り た い 。  

・ 会 議 席 上 件 数 等 の デ ー タ の 紹 介 が あ っ た が 、 で き る だ け デ ー タ を 前 広 に 提 供 し て

ほ し い 。 (他 の 項 目 も 同 じ )  

・ 発 生 防 止 （ 予 防 ） が 大 切 。 地 域 等 の 協 力 も 不 可 欠 だ と 思 う 。  

 平 成 2 8 年 度 は 家 庭 児 童 相 談 員 を 増 員 し 、 相 談 体 制 の 強 化 や 、 ペ ア レ ン ト ト レ ー ニ

ン グ (親 が 子 ど も と の 関 わ り を 学 ぶ 講 座 ）の 拡 大 、関 係 機 関 (地 域 健 康 づ く り 課 、教 育

委 員 会 ） 間 の 家 庭 児 童 相 談 シ ス テ ム の 拡 大 を 行 い ま す 。  

 児 童 福 祉 法 改 正 に よ り 児 童 虐 待 対 策 の 強 化 が 位 置 づ け ら れ 、 児 童 虐 待 の 発 生 予 防

や 、発 生 時 の 迅 速・的 確 な 対 応 の た め 、平 成 ２ ９ 年 ４ 月 か ら 、子 育 て 世 代 包 括 支 援 セ

ン タ ー と の 連 携 や 、市 町 村 支 援 拠 点 の 整 備 、関 係 機 関 か ら の 情 報 提 供 体 制 強 化 を 行 い

ま す 。児 童 虐 待 の 発 生 予 防・早 期 発 見・早 期 対 応 に 向 け た 、適 切 な 対 応 が 図 ら れ る よ

う 、家 庭 児 童 相 談 シ ス テ ム の 拡 大 や 医 療 機 関 等 へ の 情 報 提 供 の 働 き か け 等 に よ り 、関

係 機 関 の 連 携 の 一 層 の 強 化 や 対 応 す る 職 員 の 育 成 ・ 確 保 等 に 取 り 組 み ま す 。  

 



 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策からの点検】  ２－（４）障害のある子どもへの支援  

 

 

 障害の有無によって分け隔てられることなく、身近な地域で安心して生活できるようにするために、年

齢や能力等に応じた適切な支援を行います。  

■ 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と  

 障 害 の あ る 子 ど も へ の 適 切 な 支 援 は 「 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン か し わ プ ラ ン 」 に 基

づ い て 取 り 組 み ま す 。  

■平成２７年度の取り組みが実現に近づいているか  

 早い時期に適切な支援を行うために、保 健 所 等 の 関 係 部 署 と の 連 携 を 図 り 、 早 期 発 見

に 努 め 「 発 達 の 気 に な る 」 早 い 段 階 か ら 、 適 切 な 相 談 や 支 援 の 提 供 に 取 り 組 み ま

し た 。 こ ど も 発 達 セ ン タ ー の 利 用 児 の 増 加 状 況 か ら も 、 障 害 の 早 期 発 見 の シ ス テ

ム が 機 能 し て い る も の と 思 わ れ ま す 。  

 福 祉 サ ー ビ ス 受 給 者 証 の 取 得 者 の 数 に 比 し て 、 児 童 発 達 支 援 の 定 員 総 数 （ 受 け

入 れ 枠 ） は 少 な く 、 市 全 体 と し て は 適 切 な 支 援 量 の 提 供 に 至 っ て お り ま せ ん 。 キ

ッ ズ ル ー ム ひ ま わ り で は 、 定 員 を 超 え た 弾 力 的 な 受 け 入 れ に 取 り 組 み ま し た 。 ま

た 、平 成 ２ ８ 年 4 月 に 定 員 3 0 人 の 民 間 の 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー が 開 設 さ れ 、受 け

入 れ 枠 の 拡 大 が で き る と と も に 、 こ の 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー と 連 携 を 強 化 し て い

く 必 要 が あ り ま す 。  

 柏 市 障 害 児 等 療 育 支 援 事 業 に お け る 巡 回 支 援 、 保 育 所 等 訪 問 支 援 と い う ２ つ の

支 援 を 、 そ れ ぞ れ の 支 援 の 特 徴 を 活 か し 取 り 組 み ま し た 。 幼 稚 園 や 保 育 園 に 在 籍

す る 「 発 達 の 気 に な る 子 」 は 多 く 、 今 後 も 事 業 の 拡 大 が 必 要 で す 。  
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・ 発 達 の 気 に な る 児 童 は 、 増 え て い く こ と が 予 想 さ れ る の で 、 民 間 の 児 童 発 達 支 援

セ ン タ ー を 開 設 し た と い う の は と て も い い こ と だ と 感 じ た 。 今 後 も 受 け 入 れ 態 勢 を

整 え て ほ し い 。  

・ 自 分 の 子 ど も と 同 年 齢 の 子 の 親 が 悩 ん で い る 。 保 育 所 訪 問 等 が あ る と よ い 。  

・ 差 別 な く 、 安 心 し た 生 活 が 出 来 る 柏 と な っ て ほ し い 。  

 民 間 の 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー と 連 携 を 図 り な が ら 、 平 成 2 9 年 度 の 利 用 児 の 受 け 入

れ に つ い て 、そ れ ぞ れ の セ ン タ ー の 特 性 を 活 か し た 受 け 入 れ 体 制 の 整 備 に 向 け 取 り 組

ん で い ま す 。ま た 、児 童 発 達 支 援 の 質 の 向 上 に つ い て も 継 続 し て 検 討 を 進 め て い き ま

す 。  

 臨 床 心 理 士 な ど の 専 門 職 （ 巡 回 支 援 専 門 員 ） が 施 設 に 出 向 く 巡 回 支 援 に つ い て は 、

支 援 希 望 園 に 対 し 年 ２ 回 の 支 援 を 実 施 し て い ま す 。９ 月 か ら 第 ２ 回 目 の 支 援 が 開 始 さ

れ 、幼 稚 園 や 保 育 園 、こ ど も ル ー ム の 支 援 に 加 え 保 育 ル ー ム へ の 支 援 も 実 施 し て い き

ま す 。こ ど も 発 達 セ ン タ ー 利 用 児 の 約 ７ 割 が 幼 稚 園 や 保 育 園 に 在 籍 し て い る 状 況 か ら

も 、 訪 問 す る 支 援 の 必 要 性 は 高 い と 考 え ら れ ま す 。 今 後 も 官 民 が 連 携 を 図 り な が ら 、

支 援 の 質 の 向 上 を 目 指 し 、巡 回 支 援 専 門 員 や 幼 稚 園 、保 育 園 の 職 員 や そ の 保 護 者 を 対

象 と し て 研 修 会 や 講 座 の 開 催 に も 取 り 組 ん で い き ま す 。保 育 所 等 訪 問 支 援 と と も に 事

業 の 拡 大 を 目 指 し 、 親 子 が 暮 ら す 地 域 生 活 を 支 え て い き ま す 。  



 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策からの点検】  ２－（５）ひとり親家庭の自立支援  

 

 

 

 ひとり親家庭が自立し、親子がともに健全な生活を営むことができるよう、関係機関等の密接な連携の

もと各種支援策を推進します。  

■ 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と  

 ひ と り 親 家 庭 の 自 立 支 援 は 「 柏 市 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 計 画 」 に 基 づ い て 取 り

組 み ま す 。  

■平成２７年度の取り組みが実現に近づいているか  

 ひ と り 親 家 庭 の 子 ど も が 経 済 的 な 事 情 等 で そ の 健 全 な 育 成 や 生 活 を 妨 げ ら れ る

こ と が な い よ う 、 市 で は 「 柏 市 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 計 画 」 に 基 づ き 、 次 の よ

う な 事 業 を 行 っ て い ま す 。  母 子 ・ 父 子 自 立 支 援 相 談 事 業 で は 、 １ 日 に お け る 相

談 件 数 が 多 く 、 年 々 相 談 内 容 が 複 雑 化 し て い る 中 で 、 支 援 員 の 知 識 の 蓄 積 や 支 援

員 同 士 の 連 携 等 の 柔 軟 な 対 応 に よ り 、 相 談 内 容 の 充 実 と 相 談 者 の 満 足 度 の 向 上 に

つ な げ る 事 が で き ま し た 。  

 学 習 支 援 事 業 で は 、 貧 困 対 策 の 一 環 と し て ひ と り 親 家 庭 等 の 児 童 に 対 し 学 習 支

援 を 実 施 し た こ と で 、 参 加 児 童 の 学 習 習 慣 の 定 着 や 基 礎 学 力 の 向 上 に 資 す る こ と

が で き て い ま す 。  

 経 済 的 支 援 事 業 で は 、 離 婚 届 提 出 時 に ， ひ と り 親 家 庭 に 対 す る 事 業 の 案 内 が で

き る よ う 市 民 課 等 と 連 携 を 行 い 、 各 種 手 当 の 適 正 受 給 に 努 め ま し た 。 次 年 度 以 降

も 適 正 な 運 用 を 行 う と と も に 、 よ り 安 定 し た 生 活 が 送 れ る よ う に 母 子 ・ 父 子 自 立

支 援 員 と の 相 談 に つ な げ る な ど し て 自 立 に 向 け た 就 労 支 援 等 を 行 っ て い き ま す 。  
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・ 学 習 支 援 の 機 会 を 増 や し た り 、 取 り 組 み の 改 善 が 見 ら れ る が 、 支 援 場 所 を も っ と

増 や し て い た だ け る と 、 支 援 を 必 要 と す る 家 庭 は 助 か る の で は な い か 。  

・ 各 種 手 当 が あ る と 思 う 。 経 済 的 に 不 安 定 で あ る と 子 ど も に も 影 響 が あ る と 思 う の

で 、 支 援 員 と の 相 談 を 幅 広 く （ 事 柄 等 ） 行 っ て ほ し い 。  

 母 子 ・ 父 子 自 立 支 援 相 談 事 業 で は 、 2 8 年 度 の 、 児 童 扶 養 手 当 の 現 況 届 受 付 期 間 に

お い て 、 夜 間 や 土 曜 日 に 相 談 対 応 を 行 う た め 支 援 員 を 配 置 し ま し た 。  

 2 9 年 度 は 、 関 係 機 関 と の 連 携 を よ り 強 化 し 、 必 要 な 情 報 を 蓄 積 す る こ と に よ り 、

相 談 の 質 の 向 上 や 、 適 切 な 機 関 へ の 引 き 継 ぎ 等 の 柔 軟 な 対 応 を 実 施 す る こ と で 、 自

立 に 向 け た 支 援 を 行 っ て い き ま す 。  

 学 習 支 援 事 業 で は 、 28 年 度 に 開 催 期 間 や 場 所 、 及 び 受 講 曜 日 の 拡 充 を 実 施 し ま し

た 。 2 9 年 度 は 対 象 児 童 の 拡 充 等 更 な る 事 業 の 拡 大 を 検 討 し て い き ま す 。  

 経 済 的 支 援 事 業 で は 、 今 後 も ひ と り 親 家 庭 の 増 加 が 見 込 ま れ る こ と か ら 、 市 民 課

等 と 連 携 を 行 い 、 各 種 手 当 を 適 正 に 支 給 で き る よ う 努 め ま す 。  

 



 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策からの点検】  ３－（１）教育・保育の計画的整備  

 

 

 

 増大する保育需要に対応した保育の必要定員数を確保するため、教育・保育施設や地域型保育事業を計

画的に整備します。また、こどもルームについては、需要に対して必要な供給量を確保します。  

■ 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と  

① 教 育 ・ 保 育 施 設 及 び 地 域 型 保 育 事 業 の 計 画 的 な 整 備 等  

② 認 定 こ ど も 園 の 普 及  

③ 放 課 後 児 童 （ 主 に 小 学 生 ） の 居 場 所 の 確 保  

■平成２７年度の取り組みが実現に近づいているか  
 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 を １ 園 、私 立 認 可 保 育 園 を ８ 園 、小 規 模 保 育 事 業 Ａ 型 を １

園 の 計 １ ０ 園 を 整 備 し て 定 員 数 を ５ ４ ２ 人 増 加 し 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 に お け る ２

号 ・ ３ 号 子 ど も の 利 用 定 員 数 を ５ ,８ ９ ４ 人 と し ま し た 。  

 引 き 続 き 、保 育 需 要 の 動 向 を 注 視 し な が ら 、既 存 幼 稚 園 の 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園

へ の 移 行 と 、 私 立 認 可 保 育 園 の 整 備 を 優 先 し て 行 い ま す 。  

 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 に つ い て は 、学 校 の 余 裕 教 室 を 活 用 す る こ と で 、第 二 保 育

室 を 新 た に 建 設 す る よ り 費 用 を 抑 え 、受 け 入 れ 児 童 数 の 拡 充 に も つ な が っ て お り 、今

後 も 学 校 や 教 育 委 員 な ど も 調 整 し な が ら 進 め て い き ま す 。  

 放 課 後 児 童 の 居 場 所 の 確 保 策 と し て 放 課 後 子 ど も 教 室（ ス テ ッ プ ア ッ プ 学 習 会 ）と

連 携 す る こ と と し て い ま す が 、現 行 の ス テ ッ プ ア ッ プ 学 習 会 は 開 催 日 数 や 学 年 が 限 ら

れ て い る た め 、 連 携 の 仕 方 に つ い て 、 引 き 続 き 関 係 部 署 と 検 討 し て い き ま す 。  

■子ども・子育て会議からの意見  

■今後の課題と来年度の予定  
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・ 現 在 、 ス テ ッ プ ア ッ プ 学 習 会 の 目 的 は 児 童 の 放 課 後 の 居 場 所 と は 異 な っ て る と 思

う 。 居 場 所 作 り を 目 的 と す る な ら 、 も っ と 違 う か た ち に な る の で は な い か 。 ス テ ッ

プ ア ッ プ に 関 わ っ て お り 、 違 和 感 を 感 じ た 。 放 課 後 児 童 の 居 場 所 と し て 、 近 隣 セ ン

タ ー や 児 童 セ ン タ ー 、町 会 会 館 等 を も っ と 活 用 で き な い か 。光 ヶ 丘 児 童 セ ン タ ー（ 旧 ）

は 震 災 以 来 使 用 で き な い が 、 ず っ と 光 ヶ 丘 近 隣 セ ン タ ー を 使 い 続 け る の か 。 子 ど も

の 居 場 所 と し て 、 仮 住 居 で な い 児 童 セ ン タ ー の 復 活 を 望 む 。  

・ ス テ ッ プ ア ッ プ 学 習 会 は と て も い い 取 り 組 み だ と 思 う 。 娘 の 小 学 校 で は 希 望 者 が

多 く 、 隔 週 に 分 け て 実 施 し て い る そ う な の で 、 地 域 の 学 生 な ど 、 ボ ラ ン テ ィ ア を 募

集 し た り し て 学 習 の 場 を 増 や す よ う に 検 討 し て い た だ け る と 嬉 し い 。  

・支 援 員 の 育 成 活 用 の 報 告 が あ っ た が 、そ れ は そ れ と し て 、広 く 支 援 員 制 度 を P R し 、

保 育 所 で の 話 だ け で な く 、 支 援 の 輪 、 裾 野 を 広 げ る 観 点 か ら 支 援 員 の 育 成 普 及 を 検

討 す る 必 要 が あ る と 思 う 。  

・ 放 課 後 の 子 ど も の 居 場 所 を 確 保 し て ほ し い 。 ス テ ッ プ ア ッ プ 教 室 な ど を 今 後 増 や

し て ほ し い 。 送 り 迎 え に つ い て も 防 災 行 政 無 線 が な る ま で は 個 人 で も 下 校 が で き る

よ う に 調 整 し て い た だ け る と 助 か る 。  

・ 老 朽 化 し て い る 部 分 を 直 し て ほ し い な ど の 意 見 が 保 育 園 父 母 の 会 議 で あ が っ て い

る 。 修 繕 を し て ほ し い 。  

・ ス テ ッ プ ア ッ プ 学 習 会 は 週 一 回 （ 不 定 ） で 迎 え が 必 要 と い う こ と も あ り 、 放 課 後

の 児 童 の 居 場 所 の 確 保 と い う 点 で は 、 も っ と も っ と 改 善 し て ほ し い 。  

 

 保育需要の動向を注視しながら、引き続き、既存幼稚園の幼保連携型認定こども園への移行と、私

立認可保育園の整備を優先して行います。また、必要に応じ小規模保育事業Ａ型を整備します。  

 こ ど も ル ー ム の 整 備 に つ い て は 、利用児童数の推移を見極めながら、余裕教室の活用や第二

保育室の整備を計画的に進めていきます。こ ど も ル ー ム と ス テ ッ プ ア ッ プ 学 習 会 の 連 携 に

つ い て は 、 学 校 の カ リ キ ュ ラ ム の 関 係 な ど も あ り 、 ス テ ッ プ ア ッ プ 学 習 会 の 回 数 を

一 律 に 増 や し て い く の は 難 し い と こ ろ が あ り ま す 。 放 課 後 の 子 ど も た ち の 居 場 所 の

多 様 化 に 向 け て 、 引 き 続 き 、 こ ど も 部 と 学 校 や 教 育 委 員 会 が 共 に 検 討 す る こ と と し

て い ま す 。  



 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策からの点検】  ３－（２）教育・保育の質の確保・向上  

 

 

 

 乳幼児期の教育・保育が子どもの健やかな成長にとって重要なものであることを踏まえ、確保・向上に

向けた取り組みを推進します。  

■ 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と  

① 幼 稚 園 教 諭 ・ 保 育 士 の 質 の 向 上 等  

② 幼 稚 園 教 諭 ・ 保 育 士 の 確 保  

③ 教 育 ・ 保 育 施 設 及 び 地 域 型 保 育 事 業 の 相 互 の 連 携  

④ 幼 保 小 連 携 の 推 進  

■平成２７年度の取り組みが実現に近づいているか  

 質 の 向 上 に 向 け た 取 り 組 み で は 、 公 立 保 育 園 （ 保 育 運 営 課 ） 主 催 で 保 育 士 対 象

の 研 修 を 年 １ ０ 回 実 施 し 、 公 立 保 育 園 、 私 立 認 可 保 育 園 、 認 定 こ ど も 園 、 小 規 模

認 可 保 育 、 認 可 外 保 育 施 設 の 各 園 に も 声 を 掛 け て 取 り 組 ん で い ま す 。 ま た 、 公 立

保 育 園 で 実 施 す る 「 園 内 保 育 研 究 会 発 表 会 」 に 、 私 立 の 各 園 の 保 育 士 を 招 き 、 活

発 な 意 見 交 換 を 行 う な ど 、 公 立 や 私 立 と い っ た 垣 根 を 超 え た オ ー ル 柏 で の 取 組 み

を 進 め て い ま す 。  

 ま た 、 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 、 保 育 園 に 対 す る 指 導 監 査 に お い て 、 ま ず は 社 会 福 祉

法 人 以 外 の 法 人 を 中 心 に 、 保 育 運 営 課 主 導 で 監 査 を 行 う 方 向 で 取 り 組 ん で い ま す 。

保 育 運 営 課 が 主 担 当 と す る こ と で 、 よ り 細 や か で 実 効 性 の あ る 監 査 を 実 施 し 、 柏

市 全 体 の 保 育 の 質 の 向 上 に 繋 げ て い き ま す 。  

 保 育 士 不 足 に 対 す る 取 組 み に つ い て は 、 こ れ ま で 進 め て き た 合 同 就 職 説 明 会 な

ど の 取 組 み が 園 で の 雇 用 に 結 び つ い て い る こ と は 実 感 し て い る と こ ろ で す が 、 今

後 は 保 育 士 不 足 の 根 底 に あ る 処 遇 改 善 等 も 、 市 独 自 の 取 組 み と し て 検 討 し て い く

必 要 が あ る と 考 え て い ま す 。  

 幼 保 小 連 携 の 取 組 み に お い て は 、 連 絡 会 議 の 開 催 、 共 同 研 究 の 実 施 な ど 、 連 続

性 や 一 貫 性 を 意 識 し た 取 組 み を 継 続 的 に 取 り 組 ん で い ま す 。 幼 稚 園 ・ 保 育 園 等 と

小 学 校 と の 接 続 が 円 滑 に 行 え る よ う 、 引 き 続 き 連 携 を 強 化 し て い き ま す 。  

 

■今後の課題と来年度の予定  

■子ども・子育て会議からの意見  
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・ 処 遇 改 善 が 一 番 の テ ー マ だ と 思 う 。市 全 体 で 協 議 し て 改 善 を 図 っ て い た だ き た い 。 

・ 質 の 高 さ を 求 め ら れ て い る と 思 う の で 、 研 修 は こ れ か ら も 続 け て い っ て ほ し い 。

指 導 監 査 は 柏 市 内 全 体 か ？ ど の 保 育 園 も 保 育 園 の 質 が 向 上 す る と よ い と 思 う 。  

・ 保 育 士 に 対 す る 市 独 自 の 処 遇 改 善 に つ い て は 、 P. 1 5 の と お り 、 2 9 年 度 か ら の 実 施

に 向 け 準 備 を 進 め て い ま す 。保 育 士 確 保 に 向 け た 各 取 り 組 み が 、市 全 体 の 安 定 的 な 人

材 確 保 に 繋 が り 、 保 育 の 質 の 維 持 ・ 向 上 に 寄 与 す る も の と 考 え て い ま す 。  

・ 各 種 研 修 や 幼 保 小 連 携 の 取 組 み 等 に つ い て は 、 引 き 続 き 力 を 入 れ て い き ま す 。  

・指 導 監 査 に つ い て は 、市 内 の こ ど も 園・保 育 園・小 規 模 保 育 施 設・認 可 外 保 育 施 設

の 全 園 を 巡 回 し て い ま す 。経 験 値 を 積 み 重 ね る こ と で 、よ り 実 効 性 の 高 い 監 査 を 目 指

し ま す 。  



 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■子ども・子育て会議からの意見  
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・ 会 議 で は 、 事 務 局 か ら の 説 明 、 及 び 委 員 か ら の 発 言 に 対 す る 回 答 は 大 変 有 益 な も

の で あ り 、 会 議 に 必 要 な も の で あ っ た と 思 う 。 し か し 、 そ の 中 の 多 く は デ ー タ を

中 心 と す る 状 況 と 施 策 の 方 向 の 説 明 で あ り 、 事 前 に 全 体 的 に 資 料 化 し て お け ば 、

議 論 に 時 間 が 割 け よ り 濃 い 議 論 が で き た と 思 わ れ る 。 デ ー タ 部 分 を 中 心 に 、 進 行

管 理 報 告 書 へ の 掲 載 が 無 理 な ら ば 、 別 添 の 参 考 資 料 の 形 等 に し て 提 出 し て い た だ

け れ ば 大 変 あ り が た い 。 昨 年 作 ら れ た 各 課 ご と の 資 料 施 策 集 は 大 変 便 利 な も の だ

っ た 。 今 後 作 成 の 予 定 は な い の か 。 い ず れ に し て も 、 子 育 て を と り ま く 関 係 者 、

ひ い て は 一 般 市 民 に 、 子 ど も ・ 子 育 て に つ い て 理 解 を 深 め て も ら う に は 、 前 広 に

デ ー タ や 施 策 展 開 状 況 を 提 供 す る こ と が 重 要 。  

 

・ 数 年 後 の 学 童 保 育 に つ い て 強 い 懸 念 を 持 っ て い る が 、 放 課 後 の 過 ご し 方 に は ， 児

童 館 、 遊 戯 施 設 、 民 間 学 童 、 諸 ク ラ ブ 、 塾 、 預 け な い こ と 等 、 学 童 保 育 以 外 も あ

り 、 自 由 に 選 択 で き れ ば い い が 、 放 課 後 の 過 ご し 方 つ い て 現 状 の 分 析 や あ り 方 を

検 討 し た こ と は な い の か 。 学 童 に 預 け な い と 子 ど も が 群 れ て 遊 べ な い 状 況 に な る

の が 心 配 。 そ う で あ れ ば な ん と し て も い い 環 境 の 学 童 保 育 を 整 備 し な い と い け な

い の で は な い か 。 放 課 後 子 ど も 教 室 と の 連 携 は 、 色 々 ハ ー ド ル が あ る こ と は 説 明

を 伺 っ て わ か る が 、 こ れ は す べ て の 子 ど も に 同 じ 機 会 を 用 意 す る 点 で 、 意 義 あ る

画 期 的 な 事 業 。 こ の 事 業 が 軌 道 に 乗 る よ う さ ら な る 取 り 組 み を 要 望 す る 。  

その他  全般について  


